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令月号の主な内容 町民のうごき
＝ 町 報 ＝

湧平成 7 年度一般会計予算. . ……• 2 

唖町議会 3 月定例会・• . .．．．．．．．．．．． .．． 4

慢年金だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・ 9 

層新しい部落長さんの紹介 •• • •• •• • •1 0

慢悪徳商法・・ ••······ · · •• ... •.....•. • ・・・・11 

優町職員異動・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・・・ ・・12

慢社協だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・ ・・・ ・ • 13

層お知らせ・ ・ ・・・・ ・・・・ ・ ・ ・・・・・・・・・・・・ ・ ・ ・ ・・ •24

＝農林だより＝

浸肱川きゅうり銘柄産地へ•••••••••14

漫l タケノコ、山菜を出荷しよう ••• 15

浸枝打ちを見直す・・・・・・ ・ ・・・・・・・・・・・ • ·· 16

優今月の農作業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・17

＝公民館報＝

〶中野小緑の少年隙が清掃奉仕活動・・・… 18
®春一番さわやかに文化芸能発表会・・… • 19
唖町内教職員の異動・・・・・・・・・・・・・・・・・・20

~ASUKA青年団だより・・・・・・・・・22

人口 3,372人 (-24)

男 1,629人 (-10)

女 1,743人 (-14)

世帯数 1, 0 1 2器(-6)

（平成 7年 3月31日現在）



9。Q。19| 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 鯛 瞬 (2) 

フレッシュな風を求めて

36億8,430万円
29億4,000万円でスター卜

〔図 l〕 歳 入

1億 2億 3億 4億 14億
¥¥--+-

地方交付税

県支出金

町 債

国庫支出金

町 税

繰

繰
入 金

越 金

地方譲与税

使用料・手数料

自動車取得税
交付金

そ の 他

14億3.400万円(48.8%) 〖□]
4億696万円(13.8%)

3億4.610万円(11.8%)

1億9.858万円(6.8%)

1億6,361万円(5.6%) 

1億314万円(3.5%) 

9,200万円(3.1%)

5.700万円(1.9%)

5.017万円(1.7%) 

(1万円未涸四捨五入）

平
成
七
年
度
の
当
初
予
算
が
町
議
会
三
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
は
二
九
億
四

0
0
0
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
と
比
べ

る
と
六
億
二

0
0
0
万
円
（
二
六

・
七
％
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
度
に
比
べ
増
額
と
な
っ
た
主
な
理
由
と
し
て
は
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ

ル
事
業
＿
億
六
三
二

0
万
円
、
正
山
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
設
事
業
二
億
五
八

四
一
万
円
等
の
新
規
事
業
が
あ
る
た
め
と
、
団
体
営
肱
栄
農
道
整
備
事
業
＿
億

＿
ニ
―

0
万
円
増
、
町
道
宇
和
川
赤
岩
線
橋
梁
改
良
工
事
等
道
路
整
備
事
業
八

六
九

0
万
円
増
な
ど
普
通
建
設
事
業
の
大
幅
な
ア
ッ
プ
に
よ
る
も
の
で
す
。

特
に
本
年
度
は
、
風
お
こ
し
運
動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
再
検
討
、
技
術
手
法
の

研
究
、
意
欲
再
燃
を
図
る
と
い
う
こ
と
で
「
風
お
こ
し
運
動
パ
ー
ト
II
」
事
業

費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
、
平
成
七
年
度
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

新
し
い
町
創
造
に
向
か
っ
て
さ
ら
に
飛
躍
で
き
る
よ
う
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国民健康保険特別会計

2億7.900万円
前年度に比べ0.4％の増額

簡 易 水 道 特 別 会計

4.700万円
前年度に比べ76.2％の減額

老人保健特別会計

4億1.500万円
前年度の比べ30.1％の増額

3.000万円(1.0%)

5.844万円(2.0%)

住宅新築資金等貸付特別会計

330万円
前年度と同額

歳
入
で
は
地
方
交
付
税
が
一
四
億

三
四

0
0
万
円
と
最
も
多
く
、
全
体

の
約
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
町
税
は
、
歳
入
の
五
・
六
％
、
一

億
六
三
六
一
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
を
自
主
財
源
と
依
存
財
源
に

分
け
て
み
ま
す
と
、
町
税
や
使
用
料

な
ど
の
自
主
財
源
は
、
四
億
六
二
〇

七
万
円
で
全
体
の
一
五
・
七
％
し
か

な
く
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
補
助

金
な
ど
の
依
存
財
源
が
、
二
四
億
七

七
九
三
万
円
、
八
四
・
三
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

ま
た
本
年
度
は
建
設
事
業
費
も
大

幅
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
初
予
算
で
基
金
か
ら
の
繰
入
金
を

一
億
円
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
財
源
の
大
部
分
を

国
や
県
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
補

助
事
業
、
起
債
事
業
に
つ
い
て
も
な

る
べ
く
有
利
な
も
の
を
取
り
入
れ
財

政
運
営
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町民 1人当りの予算額

ー一般会計一

H 7. 3.31現在人口

3,371人

oo 
町税 48,535円 歳出額 872,145円



(3) 刀。Q。祗） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 饂瞬

＿ 
・魯・渭層馴・ 452,697千円
► ダム対策関連事業費・・・・・・・，．．．．．．．．．．

► 広域市町村圏組合出資金・・・・，．．．． ． ．

► 風の博物館等施設管理運営費
► 町営バス運行費・
► 風おこし運動パート II ・・・・・・

讀響疇t● 248,841千円
► デイサービス運営事業費・・・・・，．．．．

► ホ ー ムヘルプサービス事業費
► 在宅介護支援セソタ ー運営事業費
► 児童福祉施設費・・・・・・・ ・・・・・

濯冒署り
► 予防費・・・・・・・ ・ ・・・・・・・・
► 簡易水道会計繰出金・
► し尿・じん芥処理費

"!9鬱剛9 593,917千円
► 農山村活性化緊急基盤整備事業費
► 団体営農道新設工事費.......... 
► 小規模基盤整備事業費.... . ........

► 農村総合整備モデル事業費
► 農地流動化促進事業費・・ ・・・・
► 林道整備事業費・・・・・・ ・ ・・ ・・ ・ ・，． ．

► 林業山村活性化構造改善事業費

＇盲罰・澤 55,709千円
► 観光施設整備事業費..................

► 鹿野） 1| 湖 ダムウォ ーター スポーツ大会費・・・・-：・ì 357,909千円► 道路維持補修費. . ..............

► 県道改善負担金
► 町道新設改良費..............

彎i■料i.i層 70,220千円
► 非常備消防費・・・ ・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・ ・ ・

► 大洲地区広域消防事務組合負担金

渭濯罰・h9 487,030千円
► 小学校管理費・・・···· ·· ······•· '"··· ··
► 正山小屋内運動場建設事業費・・・・
► 中学校費・・ ・・ ・・ ・・ ・・・・・
► 幼稚園費..........

► 学校給食費・・・・ ・ ・ ・・・ ・ ・ ・
► 社会教育費 ・ ・・・・ ・ ・・・・― 536,160千円
► 地方債償還元金 •利子

64,819千円

32,975千円
17,446千円
40,806千円
4,374千円
5,000千円

31,107千円
8,177千円
6,748千円
7,030千円

11,509千円
18,112千円
14,294千円

64,300千円
162,600千円
1,680千円

163,200千円
2,000千円
48,000千円
65,473千円

18,363千円
16,000千円

25,656千円
直 000千円

211,900千円

17,969千円
51,632千円

22,669千円
258,410千円
14,771千円
30,075千円
38,948千円
53,584千円

536,160千円

〔図 3〕
その他

168,627千
(5. 7 

性質別経費の内訳

風おこし運動バートl-I

平成7年度予算総額

几
又舟 会 計 予 算

〔図 2〕 歳 出

6億 5億 4億 3億 2億 1億

5億9.392万円(20.2%)

5億3.616万円(18.2%)

4億8.703万円(16.6%)

4億5,270万円(15.4%)

3億5,791万円(12.2%) 

2億4,884万円(8.5%) 

7,022万円(2.4%)

6,482万円(2.2%)

5,995万円(2.0%)

5,571万円(1.9%)

1.275万円(0.4%)

(1万円未満四捨五入）

農林水産費

公

教

総

土

民

消

衛

議

商

そ

債

育

務

木

生

防

生

会

工

の

費

費

費

費

費

費

費

費

費

他

歳
出
予
算
で
は
、
農
林
水
産
費
が

五
億
九
三
九
二
万
円
で
一
番
多
く
二

0
・
ニ
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
い

で
公
債
費
が
五
億
三
六
一
六
万
円
で

一
八
・
ニ
％
、
教
育
費
が
四
億
八
七

0
三
万
円
で
一
六
・
六
％
の
順
に
な
っ

て
い
ま
す
。

歳
出
を
性
質
別
に
見
る
と
〔
図
3
〕

の
と
お
り
義
務
的
経
費
（
人
件
費
、

公
債
費
、
扶
助
費
）
が
一

0
億
八
五

六
九
万
円
で
三
六
・
九
％
を
占
め
、

投
資
的
経
費
は
―
二
億
三
四
三
六
万

円
と
四
二

・
O
%を
占
め
て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
を
、
前
年
度
当
初
予

算
と
比
較
す
る
と
五
億
三
一

0
四
万

円
、
七
五
・
五
％
増
と
大
幅
に
ア
ッ

プ
し
て
お
り
、
個
性
的
で
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
積
極
的
に

予
算
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。



刀。4。嘔） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 諏個尋 (4) 

所信表明をする大野町長

フ
レ
ッ
シ
ュ
な

”
風
お
こ
し
。
ハ
ー
ト
II
を
展
開
“

平
成
七
年
度
当
初
予
算
（
一
般
会
計
）

二
十
九
億
四
千
万
円
計
上

町
議
会
三
月
定
例
会
は
、
三
月
十
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
五
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
、
平
成
七
年
度
各
会
計
当
初
予
算
、
平
成
六
年
度
補
正
予
算
、

議
員
提
出
の
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
完
全
着
用
宣
言
」
の
決
議
等
二
十
＿
議
案
が
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
説
明
に
先
立
ち
、
町
長
よ
り
平
成
七
年
度
に
望
み
、
所
信
表
明
が

あ
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、

三
人
の
議
員
か
ら
七
項
目
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
昨
年
三
月
、
風
の

博
物
館
の
オ
ー
プ
ソ
・

周
辺
整
備
、
今
年
三

月
に
は
、
省
エ
ネ
モ

デ
ル
温
室
が
完
成
い

た
し
ま
し
た
。
風
お

こ
し
運
動
ハ

ー
ド
面

の
第
一
段
階
の
し
め

く
く
り
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
こ
と
を
、
嬉
し
く
思

っ

て
お
り
ま
す
。
引
続
き
六
年
度
繰

越
事
業
と
し
て
、
太
陽
光

・
薪
炭

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
施
設
を

設
置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

温
室
で
は
す
で
に
ト
マ
ト
の
収

穫
を
始
め

て
お
り
、
軌
道
に
の
り

ま
す
と
年
間
二

0
0
t
を
超
す
収

穫
を
予
定
し
て
い
る
わ
け
で
、
画

期
的
な
生
産
機
能
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
こ
と
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
と
共
に
、
成
功
を
期
し
た

い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の

こ
と
は
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー

を
農
協
生
産
に
結
び
付
け
、
新
し

い
町
創
造
、

「
転
換
農
業
」
へ
の
念

願
の
糸
口
を
開
く
こ
と
に
な
る
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
、
従
来
の
考
え
方
を
拡
大
・
延

長
し
て
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
活
用

の
町
づ
く
り
、
農
林
業
再
生
の
方

向
を
探
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
新
エ
ネ
導
入
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
事
業
を
申
請
し
た
い

と
考
え

て
い
ま
す
。

◎
昨
年
は
か
っ
て
な
い
異
常
気
象
・

水
不
足
が
、
低
迷
す
る
わ
が
町
の

農
林
業
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

町長所信表明

生
産
高
も
九
億
三
、
六

0
0
万
円

と
減
少
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

わ
が
国
の
農
林
業
を
取
り
巻
く
情

勢
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
こ
と
は
、
御
承
知
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す
。
高
い
生
産
コ
ス
ト
・

後
継
者
不
足
・
外
国
産
品
の
輸
入

増
に
よ
る
自
給
率
の
低
下
・
低
価

格
と
致
命
的
打
撃
を
受
け
ん
と
し

て
お
り
ま
す
。

わ
が
町
の
立
地
で
は
格
別
で
あ

り
ま
す
。
高
齢
化
の
状
況
も
深
刻

の
度
を
加
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
べ
く
公

共
事
業
の
積
極
的
拡
大
を
図
り
、

農
林
業
基
盤
整
備
・
商
観
光
の
振

奥
策
•

生
活
条
件
整
備
に
努
力
し

て
い
く
基
本
的
考
え
方
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
老
人
福
祉
関
連
諸
施
設
へ
の
取

組
み

●
土
地
改
良

・
農
山
村
活
性
化
基

盤
整
備

●
農
村
総
合
モ
デ
ル
事
業

●
林
業
山
村
活
性
化
構
造
改
善
事

業●
観
光
施
設
整
備
事
業

●
道
路
改
良
国
県
事
業

な
ど
で
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
が
、
赤
岩
橋
・
正
山
小
屋
内
運

動
場
建
設

・
公
営
住
宅
・
肱
栄
農

道
な
ど
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
、
鹿
野
川
湖
に

お
い
て
ダ
ム
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
加
入
町
村
数
が
少

な
い
の
で
す
が
、
全
国
組
織
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
地
域
交
流
セ

ソ
タ
ー
・
建
設
省
な
ど
の
御
支
援

を
得
て
成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
御
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◎

風

お

こ

し

山
村
は
、
ま
こ
と
に
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
困
難
を
克
服

し
て
い
ぎ
ま
す
の
に
は
、
新
し
い

力
を
盛
り
上
げ
、
総
意
を
統
一
し
、

果
敢
な
取
組
み
を
し
て
い
く
以
外

に
な
い
と
思
い
ま
す
。
フ
レ

ッ
シ
ュ

な
風
を
期
待
し
、
”
風
お
こ
し
パ
ー

ト
II“

を
展
開
し
て
い
ぎ
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
パ
ー
ト

II
と

は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
再
検
討
、
技

術
手
法
の
研
究
、
意
欲
再
燃
を
図

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
行

政
依
存
だ
け
で
な
く
、
ー
住
民
の
潜

め
る
力
が
発
揮
さ
れ
て
こ
そ
山
は

動
く
と
い
う
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ

ぅ゚
◎
山
鳥
坂
ダ
ム
関
連

次
に
、
ダ
ム
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。
受
入
れ
表
明
を
し
ま
し

て
三
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
昨
年

八
月
基
本
計
画
が
確
立
し
ま
し
た

も
の
の
、
総
体
的
に
テ
ソ
ポ
が
遅

く
、
は
か
ば
か
し
い
進
展
が
み
ら

れ
ず
残
念
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

町
も
意
思
決
定
・
方
向
付
け
を

す
る
必
要
が
あ
る
付
替
道
路
に
つ

い
て
は
、
論
点
は
新
ル

ー
ト
を
街

中
を
通
る
も
の
と
す
る
か
否
か
、

最
終
の
選
択
段
階
に
ぎ
て
い
る
と
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[
町
長
]
高
齢
化
が
増
加
し
、
高
齢

肱
川
町
に
お
い
て
も
高
齢
化
が
進

み
、
現
在
六
十
五
歳
以
上
が
二
八
％

を
越
え
て
い
る
が
、
十
年
後
の
高
齢

者
の
比
率
を
ど
の
よ
う
に
予
測
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
対
策
と
し
て

ど
の
よ
う
な
計
画
を
さ
れ
て
い
る
の

か
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
の

考
え
は
あ
る
の
か
。

一
、
今
後
の
高
齢
者
対
策
と

計
画
に
つ
い
て

般

質

問

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
決
ま
れ

ば
、
自
ら
ル
ー
ト
は
決
定
す
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
。
早
く
決
定
し
て
、

新
ル
ー
ト
を
中
心
と
し
た
再
建
計

画

・
地
域
振
奥
策
等
を
確
定
し
、

用
地
問
題

・
補
償
な
ど
関
連
課
題

の
解
決
が
図
ら
れ
て
ま
い
り
ま
す

よ
う
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

以
上
簡
単
で
す
が
、
基
本
的
考
え

方

・
ダ

ム
・
風
お
こ
し
な
ど
に
つ
い

て
申
し
述
べ
ま
し
て
所
信
表
明
と
い

た
し
ま
す
。

昨
年
は
体
調
を
崩
し
ま
し
て
、
大

変
御
迷
惑
・
御
心
配
を
お
か
け
し
申

し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
う

や
く
復
調
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、

勢
力
的
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

者
比
率
が
増
高
す
る
こ
と
は
、
当
町

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
全
国
的
な
傾
向
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、

国
で
は
、
平
成
二
年
に

高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か
年
戦
略

が
策
定
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
市
町

村
に
お
い
て
も
「
老
人
保
健
福
祉
計

画
」
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
当
町
で
も
平
成
六
年
＿
月
に
計

画
策
定
を
し
、
議
会
に
ご
報
告
申
し

上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
当
町
の
十
年
後
の
高
齢
者

比
率
で
あ
り
ま
す
が
、
先
に
申
し
上

げ
ま
し
た
「
老
人
保
健
福
祉
計
画
」
で

は
、
平
成
十
一
年
度
を
目
標
と
し
て

策
定
し
て
お
り
ま
し
て
、
人
口
は
三
、

ー
一
五
人
、
六
十
五
歳
以
上
人
口
九

五
五
人
、
高
齢
者
比
率
三

O
・七
％

と
推
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
数
値
は
、
国
勢
調
査

を
基
と
し
た
コ
ー
ホ
ー
ト
法

を
用
い
て
予
測
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
数
値
を
五
年
延
長

し
て
十
年
後
の
平
成
十
七
年

を
見
て
み
ま
す
と
総
人
口
二
、

八
二
二
人
、
高
齢
者
比
率
三

-
．
一
％
程
度
に
な
る
と
予

測
さ
れ
ま
す
。

そ
の
対
策
で
あ
り
ま
す
が
、

国
で
は
、
二

0
二
五
年
の
高

齢
者
比
率
を
二
五

・
九
％
と

予
測
し
、
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
、

そ
の
後
見
直
し
が
図
ら
れ
、

新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
が
策
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
国
の
あ
ら
ゆ
る
施

策
が
近
い
将
来
の
高
齢
社
会

クロッケーを楽しむお年寄りたち

を
見
定
め
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す。
当
町
に
お
い
て
は
、
国
の
施
策
に

合
わ
せ
た
方
向
で
、
老
人
保
健
福
祉

計
画
に
基
づ
い
て
高
齢
者
対
策
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
肱
流
苑
」
を
拠
点
と
し
た
、
在

宅
福
祉
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

・
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ピ
ス

の
在
宅
福
祉
三
本
柱
及
び
、
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
を
充
実
強
化
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
と
そ
の
家
族
が
「
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も

・
誰
で
も
」
保
健
福

祉
サ
ー
ピ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
努

め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
計
画
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
当
町
は
、

大
洲
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事

務
組
合
に
加
入
し
て
お
り
、
現
在
三

カ
所
、
一
五
〇
床
の
施
設
を
保
有
し

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
各
市
町
村
と
も
待
機
者

を
多
く
抱
え
、
入
所
が
ま
ま
な
ら
な

い
状
態
で
あ
る
こ
と
は
ご
承
知
の
と

お
り
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
河
辺
村
と
協
議
の
う
え

川
上
地
区
に
お
い
て
も
施
設
の
設
置

を
希
望
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
県
内
で
も
大
洲
喜
多
地
区
は

整
備
率
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

平
成
十
一
年
度
ま
で
の
県
老
人
保
健

福
祉
計
画
で
は
、
当
地
区
へ
の
設
置

は
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
計
画
の
見
直
し
も
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
常
に
働
き
か
け
を

怠
ら
な
い
よ
う
に
い
た
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

岩
谷
小
学
校
の
新
年
度
の
児
童
数

は
十
人
を
割
り
、
学
年
に
よ
っ
て
は

一
人
と
な
る
状
況
に
も
あ
る
が
、
こ

れ
か
ら
の
教
育
方
針
と
し
て
ど
の
よ

う
な
考
え
で
お
ら
れ
る
の
か
。
ま
た

統
合
に
つ
い
て
の
お
考
え
が
あ
る
の

か
ど
う
か
。
町
長
と
教
育
長
に
そ
れ

ぞ
れ
お
伺
い
し
た
い
。

[
町
長
]
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ご

と
く
、
児
童
数
が
減
っ
て
参
り
ま
し

て
、
誠
に
さ
み
し
い
状
況
に
な
っ
て

二
、
岩
谷
小
学
校
の
児
童
減
少

と
そ
の
対
策
に
つ
い
て

来
て
お
り
ま
す
。
児
童
数
の
問
題
、

教
育
方
針
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育

長
の
方
か
ら
お
答
え
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。統

合
の
関
係
に

つ
き
ま
し
て
は
、

町
と
し
ま
し
て
も
、
教
育
委
員
会
と

の
連
け
い
を
取
っ
て
い
ろ
い
ろ
検
討

も
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
統
合
す
る
つ
も
り
で
は
お
り

ま
せ
ん
。
異
常
に
過
渡
的
な
状
況
に

あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
し

ば
ら
く
状
況
を
見
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

◎
教
育
方
針
等
に
つ
い
て

[
教
育
長
]
岩
(
〈
D

小
学
校
関
係
に
つ

い
て
、
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
将

来
小
規
模
の
学
校
を
ど
の
よ
う
に
し

て
行
く
か
と
の
考
え
を
し
っ
か
り
持
っ

て
お
る
こ
と
は
、
教
育
委
員
会
の
当

然
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
就
任
直
後
か
ら
こ
の
こ
と

を
課
題
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
委
員

会
に
提
案
し
、
審
議
し
て
い
た
だ
<

に
は
、
検
討
材
料
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
、
小
規
模
の
学
校
に
は

ど
の
様
な
問
題
点
が
あ
り
、
又
、
ど

の
様
な
長
所
が
あ
る
か
と
い
う
事
を

ひ
ろ
い
あ
げ
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま

す。
昨
年
は
、
学
校
の
意
見
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
ま
と
め
る
作
業
を
し
て

お
り
ま
し
た
。
先
般
ま
と
め
上
げ
た

も
の
を
見
ま
す
と
、
小
規
模
学
校
に

は
問
題
点
も
非
常
に
多
い
わ
け
で
す

が
、
よ
さ
も
非
常
に
あ
り
ま
す
。
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つ
ま
り
、
小
学
校
が
単
純
に
小
規

模
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
た
だ
ち

に
よ
く
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
児
菫
数
が
極
端

に
更
に
少
な
く
な
っ
て
来
ま
す
と
、

そ
れ
は
、
お
の
ず
か
ら
限
界
は
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

小
規
模
学
校
を
統
合
す
べ
き
か
ど

う
か
は
、
慎
重
な
判
断
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

学
校
は
、
地
域
文
化
の
中
心
で
あ

り
、
住
民
の
拠
り
所
で
も
あ
り
、
住

民
の
意
向
も
大
切
で
あ
り
ま
す
。

仮
に
統
合
と
い
う
方
向
で
、
教
育

委
員
会
や
町
が
考
え
て
い
ま
し
て
も

そ
こ
に
は
当
面
す
る
地
域
を
と
り
ま

く
も
ろ
も
ろ
の
社
会
情
勢
を
勘
案
し

て
、
時
期
を
選
ぷ
必
要
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
を
総
合
的
に

判
断
し
て
教
育
委
員
会
の
出
し
た
結

誦
は
、
当
分
の
間
現
状
維
持
し
て
、

学
校
運
営
を
し
て
行
く
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
。
町
部
局
と
の
内
部
の
合

議
は
、
先
程
町
長
が
言
わ
れ
た
と
お

り
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
学
校
関
係
の
運
営
の
方
針

で
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
教
職
員
の
配

分
の
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
例
外

が
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
標

準
に
甘
ん
じ
る
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
配
置
頂
い
て
い
ま
す
事
務
職
・

幼
稚
園
の
職
員
等
が
一
体
と
な
っ
て

運
営
に
心
が
け
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

児
童
の
教
育
に
つ
い
て
で
す
が
、

学
校
の
教
育
過
程
と
い
う
の
は
、
本

当
に
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
考
察
さ
れ

あ
ら
ゆ
る
視
点
で
綿
密
に
計
画
が
た

て
ら
れ
、
そ
の
中
で
学
校
経
営
を
や
っ

て
お
り
ま
す
。

私
な
り
の
考
え
は
、
教
員
が
集
ま

り
ま
し
た
機
会
毎
に
色
々
な
事
を
申

し
上
げ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と

は
前
回
の
議
会
で
、
お
答
え
を
し
て

い
ま
す
。

当
然
な
こ
と
な
が
ら
、
指
導
要
領

改
定
に
と
も
な
い
ま
す
新
し
い
学
力

化
に
た
っ
た
教
育
、
つ
ま
り
高
度
情

報
化
、
国
際
化
の
中
で
、
対
応
で
き

る
子
供
の
教
育
に
配
慮
が
さ
れ
て
い

ま
す
こ
と
も
、
付
け
加
え
て
お
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

又
、
で
き
る
か
ぎ
り
小
規
模
校
の

短
所
を
補
う
た
め
に
、
含
ま
で
行
っ

て
来
た
様
に
、
中
野
小
学
校
と
の
交

流
事
業
も
続
け
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

多
く
の
子
供
と
の
接
す
る
機
会
を

つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
考
え
で
あ
り
ま
す

が
、
新
年
度
は
、
幼
稚
園
の
方
が
一

人
に
な
っ
て
参
り
ま
す
が
、
ご
理
解

を
頂
い
て
存
続
の
方
向
で
計
画
を
し

て
お
り
ま
す
。
又
、
教
員
数
が
少
な

い
が
ゆ
え
に
必
要
な
備
品
、
た
と
え

ば
、
コ
ー
ド
レ
ス
の
電
話
を
設
置
す

る
と
か
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
入
れ
て
頂

く
と
か
パ
ソ
コ
ン
の
充
実
と
か
、
そ

う
い
っ
た
も
の
、
衛
生
的
な
ト
イ
レ

の
改
修
工
事
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て

も
予
算
の
配
慮
を
頂
き
つ
つ
あ
り
ま

す
こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

三
、
山
鳥
坂
ダ
ム
関
連
の
県
道

付
替
と
地
元
岩
谷
地
区
振
興

計
画
に
つ
い
て

山
鳥
坂
ダ
ム
が
計
画
さ
れ
て
か
ら

早
く
も
十
二
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
付
替
県
道
が
決
定
さ
れ

な
い
と
、
岩
谷
地
区
に
お
い
て
も
将

来
の
生
活
設
計
も
で
き
ず
、
水
没
者

は
精
神
的
苦
痛
の
毎
日
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
一
日
も
早
く
解
決

を
図
り
、
生
活
再
建
を
進
め
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。
見
通
し
に
つ
い

て
、
町
長
に
お
伺
い
し
た
い
。

[
町
長
]
お
話
の
よ
う
に
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
長
い
期
間
を
経
過
し

て
い
ま
す
。
水
没
地
域
の
皆
さ
ん
に

は
多
大
の
ご
心
労
を
か
け
申
し
訳
な

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
四
年
三

月
に
ダ
ム
建
設
受
入
れ
を
行
い
、
そ

の
後
、
諸
般
の
計
画
に
つ
い
て
逐
次

具
体
的
に
検
討
を
進
め
て
来
て
お
り

ま
す
。し

か
し
、
ダ
ム
は
極
め
て
広
範
な

事
業
に
及
ぷ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
進
め
て
行
く
に
は
、
一

定
の
手
順
に
従
っ
て
行
わ
な
く
て
は

問
題
が
錯
綜
し
て
解
決
で
き
な
い
。

そ
の
手
順
の
第
一
は
、
基
本
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の

こ
と
は
、
昨
年
の
八
月
に
決
定
を
み

ま
し
た
。

次
に
、
ご
質
問
の
県
道
付
替
J
ー

ト
の
決
定
で
あ
り
ま
す
。
現
在
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
協
議
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

特
に
鹿
野
川
地
区
に
お
い
て
は
、

町
内
唯
一
の
商
店
街
を
形
成
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
与
え
る
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

道
路
を
通
す
に
は
、
極
め
て
厳
し

い
地
形
的
制
約
の
中
で
、
付
替
道
路

と
し
て
の
諸
条
件
を
満
た
し
、
地
域

の
将
来
や
公
共
的
役
割
を
考
え
、
地

域
の
要
望
も
か
な
え
る
よ
う
な
ル
ー

ト
設
定
を
し
て
行
か
ね
ば
い
け
な
い

の
で
非
常
に
む
ず
か
し
い
問
題
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
事

の
ル
ー
ト
設
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
次
来

へ
進
め
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
辻

従
っ
て
、
お
話
の
生
活
再
建
対
策
の

等
の
問
題
は
、
当
然
の
緊
急
課
題
で
月

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
計
画
の
元
に
な
今

る
の
が
付
替
道
路
で
あ
り
ま
す
。
そ
る

3
/
1
0

れ
ら
に
関
連
し
て
条
件
整
備
を
し
て
見

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
で

こ
の
様
な
認
識
の
も
と
に
、
当
面
真

付
替
道
路
及
び
生
活
再
建
対
策
、
振
写

興
計
画
等
の
計
画
策
定
の
た
め
の
条

件
整
備
に
つ
い
て
、
努
力
を
い
た
し

て
お
る
と
こ
ろ
で
す
。

付
替
道
路
ル
ー
ト
設
定
の
見
通
し

に
つ
い
て
は
、
所
信
表
明
で
申
し
上

げ
た
ご
と
く
、
新
）
ー
ト
を
街
中
を

通
る
も
の
と
す
る
か
否
か
、
最
終
の

選
択
段
階
に
き
て
い
る
も
の
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

鹿
野
川
の
立
地
条
件
、
街
並
形
成

の
状
況
か
ら
し
て
、
街
を
つ
ぶ
し
て

道
路
を
つ
け
、
発
展
を
云
々
す
る
考

え
方
に
は
、
納
得
で
き
難
い
気
持
ち

リ
ハ
ビ
リ
教
室

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

か
る
た
と
り

3
/
7
 家
族
教
室

（
調
理
実
習
）
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で
あ
り
ま
す
。
諸
般
の
状
況
を
ご
理

解
い
た
だ
い
て
早
期
決
定
の
運
び
と

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
数
年
、
異
常
気
象
災
害
が
毎

年
や
っ
て
来
る
今
日
、
高
齢
化
が
進

む
我
が
町
に
と
っ
て
、
農
業
は
深
刻

な
問
題
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

若
者
が
安
心
し
て
取
組
め
る
、
ま
た

高
齢
者
で
も
で
き
る
農
業
基
盤
体
制

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
町
長
の
お

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

[
町
長
]
ご
指
摘
の
と
お
り
、
肱
川

町
は
過
疎
化
、
高
齢
化
の
中
で
厳
し

い
農
業
経
営
の
現
状
で
す
。

若
者
が
安
心
し
て
取
組
め
る
農
業

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
今
回
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
よ
う
に

企
業
的
農
業
の
取
組
み
も
ひ
と
つ
の

試
み
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
施
設
農
業
、
機
械
化
農

業
の
実
践
を
進
め
る
た
め
に
も
小
規

模
基
盤
整
備
事
業
等
の
活
用
に
よ
り

基
盤
の
整
備
を
は
か
る
こ
と
も
必
要

か
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

基
本
構
想
を
策
定
中
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
認
定
農
家
を
設
定
し
有
利

な
資
金
の
活
用
等
も
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

六
年
度
に
打
ち
だ
し
ま
し
た
、
農

地
流
動
化
促
進
事
業
の
一
層
の
推
進

四
、
異
常
気
象
の
中
で
の
農
業

に
つ
い
て

カーツカッターで枝打ち作業

五
、
肱
川
町
の
林
業
に
つ
い
て

も
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
対
策
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
現
在
三
地
区
に
あ
り
ま
す

農
業
機
械
共
同
利
用
組
合
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
中
で
、
農
作
業
の
受
委

託
の
見
直
し
、
発
展
も
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
七
年
度
か
ら
肱
川
農
協
ピ
ー

マ
ン
部
会
が
発
足
し
、
軽
量
野
菜
の

取
組
み
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
取

組
み
の
援
助
と
新
規
作
物
の
研
究
、

実
践
の
取
組
み
を
、
農
協
、
普
及
セ

ン
タ
ー
と
一
体
と
な
っ
て
行
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

戦
後
五
十
年
、
人
工
林
も
天
に
向

か
っ
て
成
長
を
続
け
て
い
る

が
、
林
家
の
高
齢
化
で
今
後

管
理
が
で
き
な
く
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

現
在
、
森
林
組
合
グ
リ
ー

ソ
サ
ー
ビ
ス
の
活
躍
で
対
応

さ
れ
て
い
る
が
こ
れ
に
も
限

度
が
あ
り
新
し
い
体
制
作
り

を
考
え
る
時
期
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
お
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

[
町
長
]
現
在
森
林
組
合
グ

リ
ー
ン
班
員
が
五
十
人
で
活

動
を
さ
れ
、
肱
川
の
森
林
を

守
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す。
し
か
し
な
が
ら
、
ご
指
摘

五
年
十
二
月
定
例
会
に
お
い
て
、

課
の
見
直
し
に
つ
い
て
質
問
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
も
う
少
し

六
、
機
構
改
革
に
つ
い
て

の
と
お
り
充
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

合
後
ま
す
ま
す
需
要
が
で
て
ま
い
り

ま
す
し
、
町
独
自
の
農
林
業
の
受
託

組
織
の
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

平
成
七
年
度
か
ら
五
年
間
中
山
間

地
域
活
性
化
推
進
事
業
に
取
組
む
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で

研
究
実
践
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
森
林
組

合
、
農
協
等
と
の
連
携
の
中
で
方
向

を
示
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

時
間
を
い
た
だ
き
た
い
と
の
答
弁
で

あ
り
ま
し
た
。
産
業
建
設
課
の
現
状

は
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
今
後
、
見
直
し
を
さ
れ

る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

[
町
長
]
以
前
に
も
ご
質
問
が
ご
ざ

い
ま
し
た
産
業
建
設
課
の
関
係
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
若
干
無
理
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
も
思
い
ま
す
が
、
小

さ
な
町
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
令
、
ダ

ム
で
あ
り
ま
す
と
か
、
風
お
こ
し
で

あ
る
と
か
、
特
別
の
体
制
も
と
っ
て

お
り
ま
す
。
前
回
に
も
お
答
え
し
ま

し
た
諸
般
の
事
情
に
よ
り
ま
し
て
、

当
分
の
間
、
現
状
の
ま
ま
で
進
め
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

何
か
と
ご
協
力
ご
指
導
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
四
月
に
、
町
長
の

発
想
で
始
ま
っ
た
”
風
お
こ
し
運
動
“

も
十
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
的
な
も
の
は
で
き
た
と
思
い

ま
す
が
、
町
民
の
心
ま
で
は
動
か
せ

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す。
現
在
で
は
、
町
お
こ
し
、
村
づ
く

り
と
い
う
言
葉
さ
え
聞
か
な
く
な
り
、

当
町
で
の
”
風
お
こ
し
運
動
“
に
も

関
心
を
も
つ
人
も
い
な
く
な
っ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

”
風
お
こ
し
運
動
“
も
風
の
博
物

館
で
終
わ
り
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
七
年
度
か
ら
”
ひ
じ
か
わ
風
お

七
、
風
お
こ
し
運
動
に
つ
い
て

4
/
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こ
し
運
動
パ
ー
ト
I
I
“
を
行
う
と
聞

き
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す。
過
疎
の
町

・
高
齢
者
の
町
・
後
継

者
の
少
な
い
町
・
個
性
の
な
い
町
・

資
源
の
少
な
い
町
に
と
っ
て
は
、
町

民
一
人
ひ
と
り
の
や
る
気
お
こ
し
、

つ
ま
り
町
長
の
言
わ
れ
る
”
風
お
こ

し
運
動
“
し
か
な
い
と
私
は
思
い
ま

す。
課
題
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
町

民
に
理
解
し
行
動
し
て
い
た
だ
く
か

だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
長
に
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。

、_ノ-
”
ひ
じ
か
わ
風
お
こ
し
運
動
パ
ー

（
 ト

I
I
“
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ヽ`ノ―
―
そ
の
計
画
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で

（
 進

め
ら
れ
る
の
か
。

[
町
長
]
風
お
こ
し
運
動
を
は
じ
め

て
、
十
年
近
く
な
ろ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
肱
川
の
自
然
の
風
の
如
く
小
さ
い

変
化
に
富
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
風
を
み

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
な
り

の
効
果
は
あ
っ
た
も
の
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
「
心
は
動
か
せ
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
京
の
森
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
心
を
動
か
し
て
も
ら
っ
た
典
型

的
事
例
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
、

熱
心
に
風
お
こ
し
を
推
進
し
て
い
た

だ
き
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。し

か
し
、
人
間
の
や
り
ま
す
こ
と

は
、
と
も
す
れ
ば
後
退
し
か
ね
ま
せ

ん
。
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
く
の
も
通

常
の
推
移
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
時
に
再
生
の
活
を
求
め
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
ま
そ
の
時
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。

所
信
表
明
で
申
し
ま
し
た
ご
と
く

パ
ー
ト
I
I
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
ご
質
問

の
、
ど
の
よ
う
な
計
画
か
、
ど
ん
な

方
法
で
進
め
る
か
、
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
合
回
も
、
そ
れ
ら
の
こ
と
に

つ
い
て
全
職
員
に
意
見
を
求
め
ま
し

た
。
い
ろ
ん
な
考
え
が
出
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
行
政
が
対

応
す
れ
ば
で
き
る
も
の
と
、
そ
う
で

な
い
も
の
と
に
、
ま
ず
分
類
せ
よ
と

指
示
し
ま
し
て
、
後
段
の
も
の
に
つ

い
て
な
ん
ら
か
の
型
に
整
理
す
る
よ

う
に
申
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
私
が
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
こ
と
は
、
町
民
憲
章
の

項
目
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
憲
章
な
ど
、
ど
こ
で

も
つ
く
ら
れ
ま
す
が
、
棚
の
上
で
ホ

コ
リ
を
か
ぶ
っ
て
い
る
の
が
通
常
で

す
。
こ
と
あ
る
と
き
に
、
そ
の
立
場

に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
う
の
で
す
。
分
類
の
大
き
な
項
目

に
つ
い
て
は
、
議
員
協
議
会
で
説
明

し
ま
す
が
、
そ
れ
を
さ
ら
に
具
体
的

に
住
民
の
場
に
お
い
て
位
置
づ
け
ら

れ
風
と
し
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

経
済
団
体
も
、
そ
の
他
の
団
体
も
、

議
会
も
自
分
は
何
を
す
る
か
、
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
も
ら

◎
肱
川
町
犬
の
危
害
防
止
条
例
の

部
改
正
に
つ
い
て

い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
ご
質
問
の
内
容
は

住
民
参
加
の
中
で
確
立
し
て
い
っ
て

欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
方
向
へ
の
プ
ロ
セ
ス

的
努
力
は
、
町
職
員
が
先
頭
に
立
っ

て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す。

議
決
し
た
議
案

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
肱
川
町
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
係
る
雑
損

控
除
額
等
の
特
例
措
置
。

◎
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
制
度
に

お
い
て
、
平
成
七
年
四
月
一
日
よ
り

育
児
休
業
期
間
中
の
掛
金
が
免
除
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
を
改
正
。

◎
肱
川
町
零
歳
児
医
療
費
助
成
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

愛
媛
県
の
零
歳
児
医
療
費
助
成
事

業
が
、
平
成
七
年
度
当
初
よ
り
乳
幼

児
医
療
費
助
成
事
業
と
改
称
の
う
え

――
―
歳
未
満
児
ま
で
を
対
象
に
完
全
無

料
化
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

町
に
お
い
て
も
実
施
す
る
。

愛
媛
県
の
不
用
犬
の
買
上
げ
制

度
が
平
成
七
年
三
月
―
―
-
+
―
日
を

も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

町
に
お
い
て
も
買
上
げ
を
し
な
い
。

◎
肱
川
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
全

部
改
正
に
つ
い
て

肱
川
町
営
住
宅
管
理
条
例
は
、

昭
和
二
十
八
年
制
度
以
来
四
十
数

年
を
経
過
し
て
お
り
、
こ
の
間
の

社
会
情
勢
の
変
化
、
並
び
に
今
回

の
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
建
設
に

伴
い
、
整
合
性
を
図
る
た
め
同
条

例
の
全
部
を
改
正
し
た
。

◎
肱
川
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
管

理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

国
の
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
供

給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
管
理
に

つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
た
。

◎
大
洲
市

・
喜
多
郡
町
村
組
合
の

共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及

び
大
洲
市
。
喜
多
郡
町
村
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

伝
染
病
隔
離
病
舎
に
関
す
る
事

務
を
廃
止
し
、
当
該
事
務
を
八
幡

浜
地
区
施
設
事
務
組
合
で
共
同
処

理
す
る
た
め
規
約
の
一
部
改
正
。

◎
八
幡
浜
地
区
施
設
事
務
組
合
へ

の
加
入
に
つ
い
て

伝
染
病
隔
離
病
舎
に
関
す
る
事

務
を
共
同
す
る
た
め
、
八
幡
浜
地

区
施
設
事
務
組
合
に
加
入
す
る
。

お父さん
勝幸さん

お母さん
幸子さん

あ

ゆ

み

冨
永
安
由
美
ち
ゃ
ん

（
上
鹿
野
川
）

平
成
5
年
6
月
28
日
生

1
歳
1
0
カ
月

No.〈ホ泊為切っu九＞＠

姉
二
人
に
続
き
、
待
望
の
女

の
子
が
生
ま
れ
、
我
家
は
、
女

ば
か
り
。

父
親
は
、
小
さ
く
（
？
）
な
っ

て
お
り
ま
す
。
が
ざ
ま
つ
の
我

娘
を
見
な
が
ら
、
い
つ
に
な
っ

た
ら
、
た
け
の
こ
が
生
え
て
来

る
の
だ
ろ
う
と
、
つ
ぶ
や
い
て

お
り
ま
す
。

ゆ
う
や

中
田
裕
也
く
ん
（
協
生
）

平
成
5
年
7
月
1
2
日
生

1
歳
9
カ
月

は
じ
め
ま
し
て
、
我
が
家
の

一
番
の
ガ
キ
大
将
「
裕
也
」
で
す
。

僕
の
好
き
な
事
は
、
お
外
＊
車

＊
ダ
ソ
ス
＊
ボ
ー
ル
＊
砂
遊
び

＊
お
風
呂
だ
よ
ー
・
い
つ
ま
で
も

お
姉
ち
ゃ
ん
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲

良
く
遊
ん
で
ね
。 ニー

お父さん
廣次さん

お母さん
重美さん



(9) 刀。瓜。19、 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 鯛瞬

◎
肱
川
町
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
策

定
に
つ
い
て

平
成
二
年
度
に
策
定
さ
れ
た
肱
川

町
の
辺
地
総
合
整
備
計
画
が
平
成
六

年
度
を
も
っ
て
失
効
す
る
た
め
、
新

し
く
平
成
七
年
度
か
ら
平
成
十
一
年

度
ま
で
の
本
町
の
辺
地
総
合
整
備
計

画
を
定
め
た
。

◎
肱
川
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

町
道
、
農
道
及
び
林
道
の
新
設
、

改
良
に
よ
り
路
線
を
認
定
し
た
。

◎
平
成
六
年
度
肱
川
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（第
四
号
）

二
億
円
が
可
決
さ
れ
た
。

◎
肱
川
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（第
二
号
）

三
百
十
一
万
一
千
円
が
可
決
さ
れ

こ。t
 

◎
肱
川
町
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

予
算
（第
三
号
）

八
百
三
十
一
万
二
千
円
が
可
決
さ

れ
た
。

◎
肱
川
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
（第
四
号
）

二
千
八
百
二
十
二
万
九
千
円
が
可

決
さ
れ
た
。

◎
平
成
七
年
度
肱
川
町
＿
般
会
計
予

算二
十
九
億
四
千
万
円
が
可
決
さ
れ

こ。t
 

◎
平
成
七
年
度
肱
川
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算

二
億
七
千
九
百
万
円
が
可
決
さ
れ

こ
。

f
 

◎
平
成
七
年
度
肱
川
町
老
人
保
健
特

別
会
計
予
算

四
億

一
千
五
百
万
円
が
可
決
さ
れ

こ。f
 

◎
平
成
七
年
度
肱
川
町
住
宅
新
築
資

金
等
貸
付
特
別
会
計
予
算

三
百
三
十
万
円
が
可
決
さ
れ
た
。

◎
平
成
七
年
度
肱
川
町
簡
易
水
道
特

別
会
計
予
算

四
千
七
百
万
円
が
可
決
さ
れ
た
。

◎
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
完
全
着
用
宣
言
に

関
す
る
決
議
に
つ
い
て

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
は
、

「
安

全
運
転
の
原
点
」
で
あ
る
と
と
も
に

万
一
事
故
に
遭
っ
た
と
き
の
「
命
網
」

で
あ
る
。
町
民
の
安
全
意
識
を
高
め
、

交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
快
適
な
交

通
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
決
意
を

表
明
し
た
。

◎
地
方
分
権
に
関
す
る
意
見
書
に
つ

い
て

地
方
分
権
の
推
進
は
、
地
方
公
共

団
体
が
こ
ぞ
っ
て
強
く
求
め
て
い
る

事
項
で
あ
り
、
今
期
通
常
国
会
会
期

内
で
、
法
律
が
成
立
さ
れ
る
よ
う
要

望
し
た
。

国
民
年
金
は
、
日
本
国

内
に
住
所
の
あ
る
二
十
歳

か
ら
六
十
歳
ま
で
の
方
が

必
ず
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め

て
六

十
五
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
す
べ

て
の
人
に
支
給
す
る
制
度
に
な
っ

て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
加
入
期
間
が
不
足
し
て

い
る
た
め
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
が
な
い
方
や
過
去
に
未
納
期
間

が
あ
り
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
で
ぎ
な
い
方
に
つ
い

て
は
、
六
十

歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
期
間
に
お

い
て
任
意
加
入
し
て
、
加
入
期
間
を

増
や
す
こ
と
が
で
含
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

現
在
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

な
い
方
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い

方
で
六
十
五
歳
ま
で
任
意
加
入
し

て

も
、
受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
こ

と

が
で
き
ず
に
あ
き
ら
め

て
い
る
方
に

耳
寄
り
な
情
報
が
あ
り
ま
す
。

任
意
加
入
期
間
が
五
年
間
延
長
さ

れ
、
七
十
歳
ま
で
に
な
り
ま
し
た。

こ
れ
は
、
国
民
年
金
法
の
改
正
に

よ
り
、
基
礎
年
金
の
よ
り
一
層
の
充

実
を
目
指
し
、
よ
り
多
く
の
方
の
年

金
受
給
権
を
確
保
す
る
た
め
に
特
例

と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
平
成

七
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
特
例
が
う
け
ら
れ

る
方
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
現
在

．．  

＾
お
願
い
》

で
四
十
歳
を
越
え
る
方
（
昭
和
三
十

年
四
月
一
日
以
前
生
ま
れ
）
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

「
以
前
に
加
入
し
て

い
た
が
、
現

在
は
加
入
し
て

い
な

い
の
で
、
今
か

ら
加
入
し
て
保
険
料
を
か
け
て
も
期

間
が
足
り
な
い
。
」

「加
入
し
て

い
る
が
未
納
に
し
て

お
り
、
今
後
保
険
料
を
か
け
て
も
年

金
と
し
て
も
ら
え
な
い
の
で
掛
け
捨

て
に
な
る
。
」
等
々
、
今
か
ら
年
金

を
あ
き
ら
め

て
い
る
あ
な
た。

今
一
度
、
年
金
に
加
入
し
て

い
た

期
間
を
確
か
め

て
み
ま
し
ょ
う
。

老
後
の
安
定
し
た
生
活
、
万
一

の

病
気
・
ケ
ガ
等
に
備
え
る
た
め
に
も
、

国
民
年
金
の
加
入
・
保
険
料
納
付
は

必
要
で
す。

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

役
場
の
国
民
年
金
係
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

•

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申

請
を

さ
れ
る
方
は
四
月
末
ま
で
に
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
証
の
変
更
が
あ

っ
た
方
は
す

み
や
か
に
役
場

へ
変
更
届
を
出
し

て
く
だ
さ
い
。

あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
国
民
年
金

事業主のみなさ ん
労慟保険料（労災保険·雇用保険 ）の申告 • 納付はお済みですか。

平成7年度の年度更新手続きは、 4月 1日から 5月15日まで

です。

正しい申告 ・納付をお早めに！

申告 ・納付のお問い合わせは、愛媛労働基準局労災補償課

(0899-25-2101)、愛媛県雇用保険課(0899-41-2111)または

最寄りの労働基準監督署まで。

0日

0場

愛媛県交通事故相談所
時毎月 8日・20日

（受付時間）午前10時～午後3時

（相談時間）午前10時～午後4時

所 大洲市大洲690-1

大洲市役所本館3階会議室

(0893) 24-2111 0電話番号



尻瓜。栂） 仕事や生活に夢をもって

農業経営士認定

豊かなまちをつくります

部
落
長
の
交
替
期
に
あ
た
り
、

ま
り
ま
し
た
。

町
と
住
民
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
町
行
政
の
推
進
・
部
落
振
典
の
た

め
、
今
後
二
年
間
何
か
と
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

愛
媛
県
の
農
業
の
振
典
に

中
核
的
役
割
を
担
う
県
農
業

経
営
士
の
認
定
証
授
与
式
が

三
月
二
十
二
日
に
松
山
市
で

行
わ
れ
、
肱
川
町
か
ら
二
人

の
方
が
新
た
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。沖

野
幸
三
氏
（
肱
栄
）
は
、

ハ
ウ
ス
花
き
栽
培
で
、
シ
ソ

ビ
ジ
ュ
ウ
ム
、

胡
蝶
蘭
を
手

が
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

西
田
等
氏
（
共
栄
）
は
酪
農

家
で
経
産
牛
＝
―十
五
頭
、
育
成
牛
六

頭
を
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
青
年
農
業
経
営
士
は
、
愛
媛

農
業
振
腕
の
リ
ー
ダ
ー
役
に
な
っ
て

も
ら
お
う
と
い
う
ね
ら
い
で
実
施
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
お
二
人
と
も
肱

川
町
の
青
年
農
業
者
の
中
核
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
地
域
活

性
化
の
起
爆
剤
の
役
割
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

部落長名簿平成 7• 8年度

（町民憲章＇

H7.4.l現在

部落名 氏 名 部落名 氏 名

小畑 井 中野 孝広 下鹿野川 増田 勇人

萩野尾 東 政満 上鹿野川 河野 刻夷

汗 生 森 吉満 兄． 造 武田 美登

道野尾 久 保 長利 見 の 越 冨 永 昌治

上森山 新山 進 月野尾 山内 猛

八 重栗 緒方 晦 下敷水 中田 一見

山 槌 堀江 正勝 敷 水 冨 永 好勝

協 生 兵頭 茂春 上敷水 和気 定行

嘉 城 中岡 信幸 下嵯峨谷 1 宮尾 善郎

ゴ、/‘ 栄 蔵田 博行 下嵯峨谷 2 渡 辺 勝美

中居谷 大野 公甫 上嵯峨谷 山内 満 信

白 石 赤松 利晴 菟 野 尾 桧田 博

影 地 岩田 忠義 橡の木瀬 中川 和子

広 常 新 恒行 柳 東 利幸

久 保 矢野 悟 郷 兵頭 長市

大 平 上田 武徳 市 之 畦 松本 時衛

大屋 敷 山本 朝則 瓜生谷 堀内 英雄

森 兵頭 春雄 町 伊藤 吉広

肱 栄 菅野 松雄 藤 野 原 三瀬 健一

大 和 井上 孝幸 小 倉 大森 広幸

中 野 松下 一芳 中 津 畑山 利夫

小 藪 二村 広

鯛瞬 (10)

新
し
い
部
落
長
さ
ん
の
紹
介

四月一日付で新しい部落長さんが決

項 目 区分 賃 金
春田おこし(10a当り） 沖田 8,000円

トラクター 山田 10,000円

しろかき （ ” ） 8,000円

稲作 すきかき （ ” ） 12,000円

田植 機 （ ” ） 7,000円

9,000円

稲刈りバイソダー(//) 9,000円
コソバイソ(//) 16,000円

一般農作業（ 1日当り ）
男 6,500円

女 4,500円

農
作
業
賃
金
目
安
表

賃金

農
業
委
員
会
三
月

定
例
会
で
、
平
成
七

年
度
の
農
作
業
賃
金

の
目
安
を
次
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
賃
金

は
あ
く
ま
で
も
目
安

で
す
の
で
、
地
区
の

慣
習
や
本
人
の
能
力

に
よ
り
合
わ
な
い
場

合
は
お
互
い
の
話
し

合
い
で
賃
金
を
決
め

て
く
だ
さ
い
。

青い鳥郵便菓書の無料交付

につい て の お 知 ら せ
（肱川郵便局）

郵政省では、身体障害者の福祉に対する国民の理

解、認識の向上を目的に、本年度も「青い鳥郵便葉

書」(50円）を 4月20日から発行します。

この葉書は一般に販売するほか、申し出のあった

重度の身体障害者(1級・ 2級） 1人につき20枚を無

料で差し上げることにしています。

配布を希望される方は、肱川郵便局に身体障害者

手帳を提示し、申し出てください。

なお、代人による申し出もできます。

そのほか、郵便による申し出もできますが、その

場合は、適当な用紙にご本人の手帳番号、級別、住

所、氏名をご記入のうえ申し出てください。

尚、受付期間は、 4月3日から 5月31日までとなっ

ています。 4月20日以降、肱川郵便局から郵送しま

す。

＊
竿
は
金
属
製
の
も
の
よ
り
、
よ
く

乾
い
た
竹
や
木
の
も
の
に
し
ま
し
ょ

う。 お
子
様
の
元
気
な
成
長
を
祝
う

「
こ
い
の
ぼ
り
」
の
季
節
が
近
づ
き
ま

し
た
。と

こ
ろ
で
、
こ
い
の
ぽ
り
の
竿
が

電
線
に
さ
わ
っ
た
り
、
倒
れ
か
か
っ

て
感
電
事
故
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。こ

い
の
ぽ
り
を
お
立
て
に
な
る
と

き
は
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
こ
い
の
ぼ
り
や
吹
き
流
し
が
電
線

に
巻
き
つ
か
ぬ
よ
う
、
電
線
か
ら

な
る
べ
く
離
れ
た
場
所
に
立
て
ま

し
ょ
う
。

＊
万
一
、
こ
い
の
ぼ
り
や
吹
き
流
し

が
、
電
線
に
巻
き
つ
い
た
り
竿
が

電
線
に
倒
れ
か
か
っ
た
と
き
は
、

絶
対
に
手
を
触
れ
な
い
で
、
も
よ

り
の
四
国
電
力
営
業
所
（
お
客
さ

ま
セ
ソ
タ
ー
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

、o
し

四
国
電
力
大
洲
営
業
所

6
0
8
9
3
|
2
4
|

2
1
3
5
 

「
こ
い
の
ぽ
り
」
に
よ
る
感
電
事
故

を
防
止
し
ま
し
ょ
う



(11) 刀。4。龍） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 饂瞬

「いじめ」体罰等子どもの人権問題に関する

12時 間電話相談

＊相談内容

＊巳 時

＊電話番号

＊相談担当者

＊主 催

＊後 援

子どもの人権問題に関するあらゆる相談

（無料・秘密厳守）

平成7年5月15日（月 ）

午前9時～午後9時

フリーダイヤル

人権擁護委員

0120-025-550 

弁護士 法務局職員

松山地方法務局

愛媛県人権擁護委員連合会

愛媛弁護士会

平
成
七
年
四
月
一
日
よ
り
、
一
歳

未
満
の
子
を
養
育
す
る
た
め
育
児
休

業
を
取
得
し
た
雇
用
保
険
の
被
保
険

者
に
つ
ぎ
、
休
業
を
開
始
す
る
前
の

賃
金
の

二
五
％
相
当
額
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

※
詳
し
く
は
最
寄
り
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー

ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
へ

■育
児
休
業
給
付
制
度

平
成
七
年
四
月
一
日
よ
り
、
一
歳

未
満
の
子
を
養
育
す
る
た
め
育
児
休

業
を
取
得
し
た
被
保
険
者
の
育
児
休

業
期
間
中
の
健
康
保
険
料
、
厚
生
年

金
保
険
料
の
本
人
負
担
分
は
免
除
と

な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
最
寄
り
の
社
会
保
険
事

務
所
へ

■健
康
保
険
料
、
厚
生
年
金
保

険
料
の
本
人
負
担
分
が
免
除

さ
れ
ま
す

平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
す
べ
て
の
事
業
所
に

育
児
休
業
法
が
適
用
さ
れ
ま
す

サ
ム
ラ
イ

資
格
（
士
）
商
法

〇
仕
事
中
に
再
―
―
―
電

話
が
か
か
り
、
社
会

保
険
労
務
士
資
格
講

座
の
受
講
を
勧
め
ら

れ
た
。
忙
し
い
時
だ
っ

た
の
で
、
「
い
い
で

す
」
と
言
っ
て
電
話

を
切
っ
た
。
そ
れ
か

ら
三
日
後
に
、
受
講
料
と
テ
キ
ス

ト
代
の
振
り
込
み
用
紙
が
送
ら
れ

て
き
た
の
で
、
電
話
し
て
み
る
と
、

「
受
講
を

0
k
し
た
は
ず
」
と
い
う

の
で
す
が
、
受
講
料
を
払
う
必
要

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

〇

こ
の
商
法
は
、
今
な
ら
簡
単
に

「
0
0士
」
の
資
格
が
取
れ
る
か
ら

な
ど
と
、
通
信
教
育
の
資
格
取
得

講
座
を
勧
誘
す
る

笙
一
祖
り
・
・
'
•
も
の
で
す
。

[
0し
〗
L
[

：へ
[[tLtL[

nJ
事
を
し
た
り
、

資

口
料
の
請
求
を
す
る

恥
と
後
日
申
し
込
み

を
し
た
と
し
て
、

In in 
／
 

受
講
料
を
請
求

さ

悪徳商法Q&A

れ
ま
す
。

こ
の
場
合
に
は
、
受
講
料
を
払
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
契
約
の
不
成

立
を
内
容
証
明
郵
便
で
通
知
し
、
教

材
は
受
取
り
拒
否
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

電
話
で
断
る
場
合
に
は
、
は
っ
ぎ

り
と
「
お
断
り
し
ま
す
」
と
返
事
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
ん
な
法
律
ご
存
じ
で
す
か

〈
割
賦
販
売
法
〉

ニ
カ
月
以
上
の
期
問
に
わ
た
り
、

三
回
以
上
に
分
割
し
て
代
金
を
受
領

す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
指
定
商
品

を
販
売
す
る
こ
と
を
割
賦
販
売
と
い

い
ま
す
。

•
-
0
回
払
い
に
し
た
ら
「
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
申
込
内
容
」
の
紙
を
も
ら
っ
た
。

販
売
業
者
は
代
金
の
支
払
時
期
、

回
数
、
実
質
年
率
な
ど
を
記
載
し
た

書
面
を
消
費
者
に
渡
す
義
務
が
あ
り

ま
す
。

●
契
約
し
た
商
品
が
届
か
な
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
支
払
い
を
一
時
止

め
、
販
売
会
社
と
交
渉
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
利
用
を
断
ら
れ
た
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
契
約
を
す
る
と
、

そ
の
内
容
が
個
人
情
報
セ
ン
タ
ー
に

登
録
さ
れ
ま
す
。
支
払
い
遅
滞
や
破

産
な
ど
の
事
故
情
報
が
登
録
さ
れ
る

と
、
最
高
で
七
年
間
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
覚

え
が
な
く
断
ら
れ
た
場
合
、
誤
っ
て

情
報
が
登
録
さ
れ
て
い
な
い
か
信
用

情
報
機
関
に
行
っ
て
、
情
報
開
示
を

生
活
セ
ソ
タ
ー
で
は
、
悪
徳
商
法

に
よ
る
契
約
な
ど
専
門
的
な
法
律
知

識
を
必
要
と
す
る
苦
情
相
談
に
対
処

し
た
り
、
生
活
相
談
員
の
相
談
処
理

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
た
め
、
弁
護

士
に
よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
日
は
、
火
曜
日
の
午
後
(
1
3
:

30
し

1
5
:
3
0
)
、
生
活
セ
ソ
タ
ー
か

最
寄
り
の
地
方
局
「
く
ら
し
の
窓
口
」

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん

無
料
で
す
。

相
談
日
以
外
で
も
、
常
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

ー
悪
徳
商
法
退
治
に
強
い
味
方
ー

弁
護
士
相
談
実
施
中

求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

,--------------------------------------------------------------------------―’ i 「おかしい」と思ったら
すぐ消費生活相談窓口へ i 

！ 愛媛県 生 活センタ ー ：

； （消費者 11 0番） ： 
: c o89s) 25-3700 I 1 

！ 八幡醗方局くらしの窓口： （0894) 24-3700 I : 
！ ※お近くの市町村社会福祉協議会・民生委員・ i 
： 愛媛県消費者アドバイザーでも相談の取次ぎを ： 
： します。
--------------------------------------------------------------------------



刀。他。龍）

午
後
か
ら
は
七
班
に
分
か
れ
て
懇

談
会
が
あ
り
私
の
グ
ル
ー
プ
は
痴
呆

を
か
か
え
て
い
る
人
た
ち
で
し
た
。

初
め
は
、
み
ん
な
初
対
面
で
緊
張
ぎ

み
で
し
た
。
そ
の
う
ち
に
気
軽
に
言

葉
を
交
わ
す
よ
う
に
な
り
、
長
い
人

は
七
ー
九
年
介
護
し
て
お
ら
れ
る
方

自然を大切にして

講
師
は
川
柳
文
化
連
盟
事
務
局
区

長
、
塩
見
草
映
先
生
で
し
た
。

0

ダ
ム
が
で
き
山
里
も
霧
に
包
ま
れ

る

山

内

芙

美

子

美しいまちをつくります

0

旅
す
れ
ば
友
と
語
れ
る
楽
し
さ
よ

上
田
玉
代
さ
ん

0

夢
の
母
手
足
う
ご
い
て
野
菜
と
り

下
石
フ
キ
子
さ
ん

（町民憲章） 鱈瞬 (12)

第
一
日
目
は
十
時
受
付
十
一
時
か

ら
川
柳
の
発
表
が
あ
り
、
私
た
ち
も

前
も
っ
て
出
し
て
い
た
川
柳
が
三
人

共
入
選
し
て
い
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

三
人
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

も
あ
り
、
精
神
的
な
苦
労
が
あ
る
よ

う
で
し
た
。
実
際
に
介
護
に
あ
た
っ

た
人
で
な
い
と
理
解
で
き
な
い
と
思

い
ま
す
。
や
は
り
家

族
の
協
力
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

今
は
、
福
祉
の
方

で
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と

い
っ
た
良
い
施
設
が

出
来
て
い
る
の
で
利

用
さ
せ
て
も
ら
い
、

困
っ
た
事
が
あ
れ
ば

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
た
ち
に
相
談
し
て
、

少
し
で
も
介
護
が
ら

く
に
出
来
る
よ
う
お

互
い
に
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
、
と
言

っ
て

別
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
夜
は
懇

親
会
、
カ
ラ
オ
ケ
と

楽
し
い
ひ
と
と
き
で

し
た
。
久
し
ぶ
り
に

温
泉
に
入
り
日
ご
ろ

介護者によるグループ懇談会

お
年
寄
り
の
気
持
ち
大
切
に

|
—
〗

:
3月
10
日

・
1
日
：
．い
き
い
き
介
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

三
月
十
日

・
十
一
日
と
二
日
間
に
わ
た
り
松
山
の
総
合
社
会
福
祉
会
館

i

一
で

二
百
人
が
参
加
し
て
「
い
き
い
き
介
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ

i

i

れ
、
肱
流
苑
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
城
戸
さ
ん
、
実
際
に
介
護
に
あ

i

i

た
ら
れ
て
い
る
、
下
石
さ
ん
、
上
田
さ
ん
、
山
内
さ
ん
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

i

9

そ
の
介
護
の
大
変
さ
を
実
感
し
な
が
ら
山
内
さ
ん
に
交
流
会
で
の
感
想

i

一
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

の
疲
れ
を
い
や
し
ま
し
た
。
今
夜
は

家
の
事
も
わ
す
れ
て
ぐ

っ
す
り
休
め

ま
し
た
。
と
て
も
幸
せ
で
し
た
。

二
日
目
は
仲
川
幸
男
先
生
の
「
心

を
満
た
す
も
の
」
と
題
し
た
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

お
年
寄
り
の
気
持
ち
を
大
切
に
、

同
じ
目
の
高
さ
で
話
を
し
て
あ
げ
る

こ
と
。
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い
よ
う

に
、
自
立
を
大
切
に
、
家
の
中
で
も

お
年
寄
り
の
部
屋
は
、
誰
も
が
い
つ

も
見
え
る
一
番
良
い
場
所
に
作
っ
て

あ
げ
る
こ
と
。
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し

い
家
庭
を
作
ろ
う
と
い
っ
た
こ
と
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

主
事
補

山

本

晃

（
新
採

▽
ぽ
っ
ぽ
園

保
母
補

智

葉

笑

子

（
ダ
ム
対
策
室
主
事

午
後
か
ら
は
、
四
人
の
先
生
と
介

護
者
一
人
に
よ
る
シ
ソ
ボ
ジ
ウ
ム
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

介
護
者
が
健
康
で
あ
る
こ
と
、
在

宅
で
介
護
に
あ
た
っ
て
い
る
家
族
だ

け
に
限
っ
た
話
で
は
な
く
、
様
々
な

施
設
、
病
院
で
介
護
や
看
護
を
職
業

と
し
て
い
る
専
門
部
の
方
々
に
も
共

通
し
た
条
件
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、

0

生
活
改
善
、
生
活
を
取
り
巻
く
支

援
チ
ー
ム
が
本
人
や
主
た
る
介
護
人

の
要
望
や
意
見
を
尊
重
し
、
そ
れ
ぞ

れ
専
門
分
野
の
職
能
を
生
か
し
て
改

善
案
を
検
討
す
る
。

0

生
活
の
仕
方
の
指
導
援
助
各
個
人

（
障
害
・
性
格
・
習
慣
）
家
族
の
住
環

境
に
あ
っ
た
内
容
を
検
討
し
、
日
常

生
活
の
円
滑
化
と
、
寝
起
き
に
始
ま
っ

町
職
員
異
動

職
員
の
異
動
を
四
月
一
日
付
で
次

の
と
お
り
行
い
ま
し
た
。

新
し
く
職
員
二
人
を
採
用
し
ま
し

た
。
（
）
内
は
旧
任

▽
産
業
建
設
課

事
務
補
佐
員

北

本

住

恵

▽
ダ
ム
対
策
室

嘱

託
▽
肱
流
苑

寮

母兵

頭

重

美

（
ぽ
っ
ぽ
園
保
母
補

主
事
補

大

野

順

子

▽
公
民
館

（
新
採

て
食
事
、
排
泄
、
入
浴
な
ど
の
直
接

的
動
作
指
導
や
、
自
立
を
促
す
た
め

の
住
居
改
菩
を
行
う
。

0

寝
た
き
り
ゼ
ロ
に
向
け
て
地
域
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ソ
体
制
の
整
備
、

在
宅
の
保
健
、
福
祉
、
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い

で
生
活
で
き
る
住
環
境
の
整
備
が
必

要。な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
介
護
に
負
担
が
少
し
で

も
か
か
ら
な
い
よ
う
に
家
の
中
の
改

菩
、
家
族
み
ん
な
の
協
力
が
あ
っ
て

こ
そ
介
護
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
色
々
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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一
般
会
計

特
別
会
計

三
月
二
十
七
日
、
理
事
会
と
評
議

員
会
を
開
催
し
平
成
七
年
度
の
事
業

計
画
・
予
算
を
決
定
し
ま
し
た
。

肱
流
苑
の
開
設
に
伴
い
町
民
の
福

祉
へ
の
関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
て
来

て
い
ま
す
。
今
日
経
済
的
に
繁
栄
し

て
豊
か
に
な
る
一
方
、
何
か
心
の
拠

り
所
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
ボ
ラ

ソ
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
と
協
力
し

あ
っ
て
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
、
独
居
老

人
、
ね
た
き
り
老
人
宅
の
訪
問
な
ど

一
緒
に
サ
ー
ビ
ス
を
創
る
仕
事
を
推

進
す
る
こ
と
と
家
族
家
庭
の
重
要
性

を
強
調
し
た
福
祉
環
境
づ
く
り
を
展

開
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
関
係
機
関
と
密
接
な
連
携
を
は

か
り
な
が
ら
、
地
域
福
祉
、
在
宅
保

健
福
祉
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
独
居

老
人
、
ね
た
き
り
老
人
等
を
中
心
と

す
る
高
齢
者
問
題
、
母
子
父
子
家
庭

及
び
障
害
を
持
つ
方
々
の
抱
え
て
い

る
問
題
、
低
所
得
世
帯
に
対
す
る
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
を
図

り
、
明
る
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

福
祉
活
動
の
よ
り
一
層
の
推
進
に
努

理
事
会

② 
． 社

協
だ
よ
り

評
議
員
会
開
催

九
、
二
三
四
、

0
0
0
円

一
、
六
ハ
七
、

0
0
0
円

め
ま
す
。

一
、
地
域
福
祉
、
在
宅
保
健
福
祉
の

充
実
・
強
化

0

給
食
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

0

ベ
ッ
ド
、
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
、
車

イ
ス
等
の
貸
出

0

民
生
委
員
と
の
共
同
活
動
推
進

0

独
居
・
ね
た
き
り
老
人
の
援
助

0

老
人
の
社
会
参
加
の
推
進

0

身
障
者
更
生
会
の
育
成
と
援
助

二
、
専
門
部
会
活
動
の
推
進

0

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
部
会
活
動
推
進

0

高
齢
者
福
祉
部
会
活
動
の
推
進

0
青
少
年
児
童
部
会
活
動
の
推
進

三
、
低
所
得
世
帯
の
自
立
更
生
の
援

助
0

援
護
資
金
の
貸
付
と
更
生
指
導

0

生
活
福
祉
資
金

0

小
口
貸
付
資
金

〇
借
入
金
の
償
還
指
導

四
、
青
少
年
児
童
福
祉
活
動
の
強
化

0

青
少
年
の
健
全
育
成
運
動
推
進

0

子
供
の
事
故
・
非
行
防
止
活
動

0

子
供
の
社
会
参
加
の
促
進

0

児
童
図
書
の
援
助

0

少
年
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
援
助

肱川町保健セソター
B (0894) 34-2340 

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

嘉

城

山
岡
キ
ク
エ
様

中

居

谷

西

本

源

格

様

上
鹿
野
川
冨
永
千
世
子
様

下

鹿

野

川

亀

田

元

市

様

中

居

谷

崎

野

和

光

様

五
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

0

環
境
美
化
運
動
推
進
の
た
め
の

奉
仕
活
動
援
助

〇
在
宅
者
の
友
愛
訪
問

0

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
研
修
会
参
加

0

住
民
参
加
の
促
進
と
啓
発
活
動

の
推
進

六
、
心
配
ご
と
相
談
事
業
推
進

〇
心
配
ご
と
相
談
所
の
充
実

0

相
談
員
の
研
修

0

自
宅
・
電
話
相
談
の
推
進

七
、
共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
運
動
へ
の
協
力
強
化

0

共
同
募
金
運
動
の
推
進

0

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
推
進

八
、
福
祉
関
係
団
体
と
の
連
帯
強
化

0

福
祉
関
係
団
体
と
の
連
帯
を
密

に
し
、
福
祉
の
向
上
に
努
め
る
。

九
、
広
報
活
動

0

社
会
福
祉
協
議
会
の
趣
旨
普
及

の
た
め
広
報
活
動
を
行
う
。

0

住
民
に
対
す
る
社
協
活
動
内
容

の
P
R
と
福
祉
情
報
の
提
供

パ
チ
ソ
コ
が
大
繁
盛
し
て
い
る
今

日
、
今
や
十
七
兆
円
産
業
に
ま
で
発

展
し
て
い
る
と
い
う
。
朝
の
開
店
を

待
ち
か
ね
る
よ
う
に
若
者
を
問
わ
ず

多
く
の
男
女
が
行
列
し
て
並
ん
で
い

る
。
店
内
か
ら
は
、
高
ら
か
に
威
勢

の
い
い
軍
艦
マ
ー
チ
が
流
れ
て
い
る
。

む
か
し
、
御
国
の
た
め
に
、
と
血
潮

を
湧
き
た
た
せ
た
年
代
の
方
々
に
は
、

パ
チ
ソ
コ
店
か
ら
聞
こ
え
る
軍
艦
マ
ー

チ
を
耳
に
す
る
と
「
あ
あ
、
日
本
は

無
条
件
降
服
し
た
の
だ
」
と
い
う
こ

と
を
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
そ
う
だ
。

時
代
は
終
っ
た
、
天
下
泰
平
の
世
の

中
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
感

チャリティー野球大会

収益金 11,490円寄付

予子林・健康の里づくり

実行委員会（会長浜田律朗）

では、チャリティー野球大

会を開催し、その収益金を

社会福祉協議会へ寄付して

いただきました。福祉活動

に役だたせていただきます。

ありがとうございました。

阪神大震災義援金

総額 2,198,080円

阪神大震災義援金を次の

方々からいただきました。

山槌・池田悦子さんより 10

万円、上敷水部落より 1万

円いただき、総額2,198,080

円になりました。皆さんの

まごころ本当にありがとう

ございました。

じ
さ
せ
ら
れ
る
。
パ
チ
ソ
コ
店
が
繁

盛
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
こ
で
損
を

し
て
い
る
人
々
が
多
く
い
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
損
を
覚
悟
の
上
で

せ
っ
せ
と
通
い
た
く
な
る
の
は
な
ぜ

だ
ろ
う
か
。
今
度
こ
そ
も
う
け
よ
う

と
、
お
金
を
か
け
れ
ば
か
け
る
ほ
ど

典
奮
を
お
ぼ
え
る
。
そ
の
心
の
ト
キ

メ
キ
を
軍
艦
マ
ー
チ
は
、
い
や
が
上

に
も
あ
お
り
た
て
る
。
あ
の
厳
粛
な

マ
ー
チ
を
、
こ
の
よ
う
な
形
で
利
用

し
た
ア
イ
デ
ア
と
商
魂
に
は
脱
帽
の

ほ
か
な
い
で
し
ょ
う
。
パ
チ
ソ
コ
で

も
う
け
た
時
は
ル
ソ
ル
ソ
気
分
で
あ
っ

て
も
、
損
を
し
た
時
に
が
っ
く
り
し

て
、
グ
チ
を
言
う
よ
う
で
は
だ
ら
し

な
い
。
お
湮
を
飲
ん
で
気
炎
を
あ
げ

る
の
は
よ
い
が
、
翌
日
に
な
っ
て
懐

中
が
さ
び
し
く
な
り
シ
ョ
ソ
ボ
リ
し

て
い
る
の
は
み
す
ぼ
ら
し
い
。

剌
激
や
典
奮
に
だ
け
典
味
を
お
ぼ

え
る
と
、
そ
れ
が
さ
め
た
時
み
じ
め

に
な
る
。
成
功
か
不
成
功
か
だ
け
に

焦
点
を
し
ぼ
っ
て
や
る
こ
と
は
、
失

敗
し
た
時
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
に
な

る
。
成
功
、
不
成
功
を
気
に
し
な
い

で
、
今
や
っ
て
い
る
そ
の
こ
と
に
意

義
を
見
い
出
し
た
い
が
、
単
調
な
生

活
の
中
に
味
わ
い
を
汲
み
出
せ
る
人

は
少
な
い
だ
ろ
う
。

進
む
に
進
ま
れ
ず
、
退
く
に
退
か

れ
ず
、
万
事
八
方
塞
が
り
で
死
ん
だ

方
が
ま
し
だ
と
思
う
こ
と
が
一
生
に

一
度
や
二
度
は
誰
に
も
あ
る
。
極
貧
、

極
苦
に
安
住
で
ぎ
る
人
で
こ
そ
、
天

国
や
極
楽
に
も
安
住
で
き
る
人
で
は

あ
る
ま
い
か
？
o

（

C
M
)
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石田利寿さんのキュウリハウス

肱
川
き
ゅ
う
り
は
平
成
五
年
度
に

念
願
の
一
億
円
を
達
成
、
昨
年
は
異

常
高
湿
、
旱
魃
に
よ
り
減
収
と
な
っ

た
が
、
き
ゅ
う
り
部
会
で
は
今
年
は

一
億
円
を
と
部
会
員
全
員
で
意
識
の

統
一
を
は
か
り
い
き
込
ん
で
い
る
。

中
で
も
ハ
ウ
ス
栽
培
熱
が
高
ま
り

町
内
で
の
ハ
ウ
ス
面
積
は
一
町
歩
を

越
え
る
面
積
と
な
っ
た
。

こ
こ
協
生
部
落
の
石
田
利
寿
さ
ん

の
ハ
ウ
ス
で
は
、
三
月
一
日
に
植
付

し
た
き
ゅ
う
り
が
順
調
良
く
成
長
し

て
植
付
後
一
ヶ
月
で
出
荷
を
始
め
ら

れ
て
い
る
。

朝
、
晩
は
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
々

が
続
い
て
い
る
が
、
ハ
ウ
ス
内
の
温

度
は
二
十
七
度
程

に
成
っ
て
い
た
。

昨
年
は
、
優
秀

農
家
と
し
て
町
長

賞
を
受
賞
さ
れ
た

だ
け
有
っ
て
、
ハ

ウ
ス
内
の
管
理
も

行
き
と
ど
き
、
き
ゅ

う
り
は
気
持
ち
良

く
育
っ
て
い
る
。

ど
う
か
秀
品
率

の
向
上
を
目
ざ
し

量
産
さ
れ
る
よ
う

期
待
し
た
い
。

肱
川
き
ゅ
う
り
銘
柄
産
地
へ

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱 JII
肱川町森林組合

板神大震災で威力を発揮．”

.-・・・・・ 

；建更の魅力
-.. 

①地震保障が自動セット。

②火災自然災害ももちろん保障OK。

③ “人（死亡後遺障害治療）＂にも安心保障。

④“掛け捨て”ではありません。
一満期時に満期共済金一

⑤新築価額まで保障。

(•火災・自然災害のときもしっかり保障•]

゜

※過去の実績が証明しています。

／く地震災害に対する主な支払例〉

1．雲仙普賢岳噴火 平成3年6月14. 1億円

2．北海道南西沖地震 平成5年7月20.2億円

3．北海道東方沖地震 平成6年10月11. 6億円〈見込〉

4．三陸はるか沖地震 平成6年12月 23億円〈見込〉

5．阪神大震災 平成7年1月1,200億円以〈見上込〉

く自然災害に対する主な支払例〉

1．台風 18 号平成3年9月 16.2億円

2．台風 19 号平成3年9月 1,407億円

3．台風 13 号平成5年9月 209.9億円

國火災など、全損のとき合1翌温
¥ 

火災や自然災害などで

臼：駆雪害•土砂崩れなど 口竺匹こ
ゅ 全壊のとき 2,000万円●死亡のとき 600万円

●後遺障害のとき

＾亡｝地震•火山の噴火爆発
600~300万円

喜りまたは津波（全壊のとき）1,000万円
●治療のとき 30万円

30年間保障します。満期のとき400万円十割り戻し金をお支払いします。

※詳しいお問い合わせは、 お近くのJAへ。
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今
年
も
、
タ
ケ
ノ
コ
、
ワ
ラ
ビ
、
山

ブ
キ
等
の
市
場
出
荷
の
時
期
が
ぎ
ま

し
た
。
出
荷
さ
れ
る
方
は
次
に
示
す

規
格
で
出
荷
し
て
下
さ
い
。

タ
ケ
ノ
コ

ヽ`＇‘．一
タ
ケ
ノ
コ

（
 

①
収
穫
・
堀
取
作
業

図
ー
に
示
す
よ
う
に
、

の
発
生
際
堀
取
る
。

タ
ケ
ノ
コ
、
地
下
茎
と
も
傷
を
つ

け
な
い
よ
う
に
す
る
。

土
は
ぎ
れ
い
に
払
い
落
す
こ
と
。

②
調
整
方
法

図
2
に
示
す
よ
う
に
適
所
で
地
下

部
は
除
去
す
る
。

根
の
長
い
節
を
一
節
残
し
て
切
る
。

節
に
合
せ
て
切
る
こ
と
。

③

規

格

等
級
、
秀
品
、
品
質
及
び
光
沢
が

良
好
な
も
の
。

（
階
級
）
長
さ

S

級
品
ー~

ニ
ニ
c
m未
満

M
級
品
l

二
三
ー
三

Ocm

L
級
品

三一

ー
四
五
Cm

格
外
品
|
ー
—

四
六
ー
五
O
c
m

格
外
品
は
原
則
と
し
て
加
工
扱
い

と
な
り
ま
す
。

④

出

荷

格
等
階
級
毎
に
分
類
し
て
出
荷
す

る
こ
と
。

出
荷
量
が
増
加
し
、
市
場
価
格
が

低
下
す
る
ま
で
市
場
出
荷
と
し
以

後
は
加
工
向
け
扱
と
す
る
。

‘.'‘, ニ
ワ
ラ
ビ

（
 

①
収
穫

・
調
整

収
穫
は
従
来
通
り
と
し
て
長
さ
大

き
さ
を
そ
ろ
え
て
傷
物
を
除
く
よ

う
調
整
し
て
下
さ
い
。

②
規
格

・
等
級

（
秀
品
）
形
状
及
び
光
沢
が
良
好
で

首
が
曲
が
っ
た
状
態
の
も
の
。

（
優
品
）
秀
品
に
つ
ぎ
先
端
の
ボ
ソ

根の長い節を 1節残

して切る。節に合わ

せて切る。

図 2．調整（タケノコ）

-----寸―

ヽ`
j三

山
プ
キ

（
 

①
収
穫
・
調
整

収
穫
は
従
来
通
り
と
し
元
切
り
を

し
長
さ
を
そ
ろ
え
て
、
葉
を
除
き

傷
物
を
除
く
よ
う
調
整
し
て
下
さ

、0し
②
規
格

・
等
級 1束220g

図 3．結束（ワラビ）

※
集
出
荷
等

集
荷
車
に
よ
る
集
荷
の
開
始
時
期

は
、
出
荷
量
が
増
大
し
た
段
階
で

判
断
し
、
放
送
等
に
よ
り
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
選
果
場
及
び
各
支

所
へ
お
出
し
下
さ
い
。

2ヶ所止め

1束220g

図 4．結束（山ブキ）

［ 
ここで切断する。

図 1．堀取り

鯛 瓢

タ
ケ
ノ
コ、

山
菜
を
出
荷
し
よ
う

ボ
リ
の
開
か
な
い
も
の
。

（
階
級
）
長
さ

2
S
級
品

I
-
0！
一
四
Cm

S
級
品
ー

一
五
？
一
九
Cm

M
級
品
ー

ニ
0
ー
ニ
四
Cm

L
級
品
ー
ニ
五
ー
ニ
九

cm

2
L
級
品
ー
―
―-ocm
以
上

そ
の
他
以
外
は
格
外
品
と
す
る
。

③

結

束

長
さ
を
そ
ろ
え
て
束
に
し
て
出
荷

を
す
る
。

一
束
ニ
ニ

0
gと
な
る
よ
う
輪
ゴ

ム
が
け
を
す
る
。

図
3
の
よ
う
に
元
を
そ
ろ
え
て

2

sか
ら

2
L
ま
で
別
々
に
輪
ゴ
ム

ど
め
に
す
る
。

（
秀
品
）
根
元
が
赤
味
を
お
び
形
状

及
び
色
択
が
良
好
で
傷
の
な
い
山

ブ
キ
の
み
と
す
る
。

（
階
級
）
長
さ

S
級

品

一

七

t
二
四
Cm

M
級
品
ー
|
I
二
五

t
二
九

em

L
級
品
|
|
＇
三

Ocm
以
上

③

結

束

長
さ
を
そ
ろ
え
、
階
級
毎
に
輪
ゴ

ム
で
ニ
ケ
所
ど
め
す
る
。

一
束
ニ
ニ

0
gと
す
る
よ
う
輪
ゴ

ム
が
け
と
す
る
。
図
4
を
参
照
の

こ
と
。

L
P
G
配
達
予
定
表

5
月
2
日
（
火
）
大
屋
敷
・
大
平

5
月
6
日
（
土
）
上
石
丸
・
師
走
野
・

下
小
藪
・
中
野

5

月
8

日
（
月
）
藤
野
原
•
町

5
月
1
0
日
（
水
）
八
重
栗
・
上
森
山

大
成
・
正
山

5
月
12
日
（
金
）
久
保

5
月
15
日
（
月
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾
・
京
造

5
月
1
7
日
（
水
）
広
常
・
影
地

5
月
1
8
日
（
木
）
中
津
・
小
倉

5
月
2
0
日
（
土
）
森
・
肱
栄
・
硯
．

久
下
・
樋
野
ロ
・
汗
生

5
月
2
2
日
（
月
）
白
石
・
上
小
藪
・

中
小
藪

5
月
24
日
（
水
）
中
居
谷
・
嘉
城
・

共
栄
・
道
野
尾
・
赤
岩

5
月
2
6
日
（
金
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

瓜
生
谷

5
月
3
0
日
（
火
）
全
敷
水
・
菟
野
尾

5
月
12
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

5
月
1
9
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

5
月
1
日
（
月
）
中
津
方
面

（
祭
日
の
た
め
）

5
月
2
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

5
月
8
日
（
月
）
宇
和
川
南
方
面

（
祭
日
の
た
め
）

5
月
9
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

5
月
1
0
日
（
水
）
岩
谷
方
面

5
月
1
1
日
（
木
）
大
谷
方
面

5
月
1
6
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

5
月
1
7
日
（
水
）
中
津
方
面

5
月
1
8
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

5
月
23
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

5
月
24
日
（
水
）
岩
谷
方
面

5
月
25
日
（
木
）
大
谷
方
面

5
月
3
0
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

5
月
3
1
日
（
水
）
中
津
方
面

5
月
醤
油
配
達
予
定
表
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i □馴攣攣舅~ I ！ 
！ 

！ 優良材生産は直材づくりから．／ 椎茸生産はクヌギ林造成から ．/ ? 
！ 

！ 

！ 
！ 

！ 県森連市況
！ 平成 7年 3月27日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I i 
！ 大洲木市より （単位面当り：円） 市売日…平成 7年 3月23日

市 売 数 呈・・・1,551ケース 22,100kg 
！ 

！ 平 均 単 価 3,410円
， 

スギ ヒノキマツ ！ 
！ 長さ末口径
！ 直曲がり直曲がり 直

その他 銘柄別単価
！ 

I I I? cm下本 388本 260本 610本 413
銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場！

} 8 cm上本 410本 370本 750本 565 こ う こ ～ 特用大 3,400~3,800 保 ！ 

; 14 mll3 cm上24.ooo I -I 51. goo I -11acm上18,000i 18 cm上20,500 -44,000 -4cm上25,000
大 厚 5,400~5,800 保特用中 3,400~5,000 強 ’

24 cm上21,ooo I -I 44, ooo I -13Dcm上40,000 中 厚 4,000~6,000 強特用中小 3,600~4,800 強 ！ 

' I I 17 cm下本 200本 56本 230本 138 中小厚 3,200~3,800 保特用小 3,200~3,900 強

! 8 cm上本 320本 320本 290本 290 ’ 
! 3 ll cm上16,300 26,500 

小 厚 3,000~4,200 強大・ パ レ l,700~3,400 保 ； 
! m 13 cm上24,500 -43,500 -18cm上17,000 大ウス 4,400~5,500 保中 パ レ 2,500~3,500 保 ， 
！ 

18 cm上20:500 I -I 38: ooo I -~4cm上 20 : 000 中 ウ ス 4,500~6,000 強中小パ レ 1,800~2,600 保 ！ 

! 274 :旦ば誓本二本 80本一 cm上 パ リ材 中 小 ウ ス 4,100~5,500 強小パ-レ 700~1,300 保 ！

! 2 m 8 cm上本 120本一本 120本一 （松・杉 ・桧 小 ウ ス 4,000~4,700 強 変 形 1,300~3,000 弱 i 
i 16 cm上io,oool・ -122,0001 ・ -I~~叫 末 口 3~ 7 cm) 、．
! 30 cm上 cm上

長さ 2.0m 
ゾ ャミ 700~2,200 保 色 悪 ウ ス 1,100~1,800 弱 ！ ， 

13 cm上26,500[ [71,300 
どんこ大 ～ 色悪パ レ 600~1,400 弱

i 6 m 18 cm上25300 60 000 どんこ中 ～ 4粒卜9 、ノコ ～ 
， 

！ 特選
， 

408,900 どんこ 小 4,000~4,800 強スライ ス 1,200~6,000 保 ， 
！ 足場 1m当たり 70円～160円 本 180円

！ 
概況 松山椎茸会総会市は、今春子が500ケース出品された。

杉保合 春子が出荷されだした為、秋子は安い。 ！ 
！ 備考 桧製品の荷動き悪く、当用買い弱保合。 相場は春子のどんこ、 こ うしん（厚、ウス）、バレ葉の色の良
！ 松保合。 い物は強く、 バ レ葉の並、格外品（変形、色悪）は弱い。 9 1・ ・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・ ! 

―⇒- ------- - - - - - - ----_,  ¥.-――-=----------------
--エ-＿よ ニ

ー

は
じ
め
に

枝
打
ち
の
実
行
林
分
を

見
る
と
、
効
果
の
上
が
る

枝
打
ち
を
行
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
林
分
は
、
以
外

に
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
枝
打
ち
は
、
大
ぎ

な
投
資
で
あ
り
正
し
く
理

解
し
て
確
実
に
実
行
し
な

け
れ
ば
、
大
き
な
効
果
は

期
待
で
き
ま
せ
ん
。

実
施
方
法
を
誤
る
と
、

利
用
価
値
の
あ
る
無
節
材

が
生
産
で
き
な
い
だ
け
で

な
く
、
材
内
部
に
変
色
や

腐
朽
が
生
じ
取
り
返
し
が

つ
か
な
く
な
る
の
で
注
意

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
優
良

材
生
産
、
次
回
に
穿
孔
虫

の
防
除
技
術
等
に
つ
い
て

説
明
し
て
い
き
ま
す
。

2
1
0
.
4
c
m
角
の
心
持

ち
無
節
材
を
作
る
た
め

に
は

枝
下
の
幹
直
径
が
最
大

6
c
m
以
下
で
、
枝
打
ち
直

後
の
幹
直
径
が

4
c
m
で
枝

打
ち
を
行
う
の
が
目
安
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
枝
打
ち
を
行
っ

た
場
合
、
幹
よ
り
外
側
が

す
ぐ
無
節
材
に
な
る
わ
け

で
は
な
く
、
枝
の
付
け
根
が
凸
形
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
幹
に
接
し
て
枝

打
ち
し
た
つ
も
り
で
も
幹
よ
り
外
側

に
枝
が
残
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
ま

た
材
の
曲
が
り
も
考
慮
に
い
れ
る
必

要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
幹
直
径
が
大
き
く
な
っ
て

枝
打
ち
す
る
と
、
そ
こ
に
着
生
す
る

枝
も
太
く
、
枝
根
元
が
凸
形
に
な
っ

て
残
枝
長
が
大
き
く
な
る
た
め
、
無

節
材
の
生
産
が
遅
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
目
安
と
し
て
枝
直
径
は

2
c
m

以
下
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
の
林
分
は
多
様
で

す
、
特
に
枝
直
径
を
大
ぎ
く
し
な
い

た
め
に
、
事
前
の
施
業
と
し
て
、
立

木
密
度
を
高
く
維
持
し
た
り
、
枝
打

ち
す
る
に
は
早
い
枝
の
枝
先
を
切
り

取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
四
方
の
枝
の

バ
ラ
ソ
ス
を
と
り
、
枝
の
勢
い
を
弱

め
る
施
業
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

3

2

方
無
節
材
(
1
0
.
5
c
m
)
4
本

割
柱
を
作
る
た
め
に
は

心
持
ち
無
節
材
生
産
の
適
期
を
の

が
し
た
場
合
、
次
の
生
産
目
標
を
割

柱
生
産
と
す
る
と
こ
の
場
合
、
枝
下

の
幹
直
径
は

16cm
以
下
で
、
枝
打
ち

直
後
の
幹
直
径
が

1
3
.
5
c
m
で
枝
打

ち
を
行
う
の
が
目
安
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
幹
が
大
き

く
な
っ
て
枝
打
ち
を
行
う
と
、
幹
内

部
の
節
の
分
布
と
変
色
部
分
が
大
き

く
な
り
、
割
り
物
と
し

て
材
を
利
用

霊
需
位
出
国
H
]
5
璽

（表）生産目標による枝打ち終了後から採材可能時
までの必要成長量と年数

生産目標 心持ち柱材 割 柱

枝打ち終了後枝下直径 A 4.0cm 13.5cm 

採材時直径（末口） B 15.0cm 31.0cm 

採材までに必要な直径生長量 B-A 11.0cm 17.5cm 

枝打ち終了後採材可能年数（注） 8年 15年

（注） 末口の年平均直径成長量は、 心持ち柱材で1.4cm、
割柱で1.2cmと仮定

す
る
場
合
に
大
き
な
欠
点
を
生
じ
ま

す
。
ま
た
、
巻
き
込
み
後
の
年
輪
の

乱
れ
も
直
り
に
く
い
た
め
、
優
良
材

生
産
が
さ
れ
に
く
い
と
い
え
ま
す
。

さ
ら
に
割
柱
生
産
は
、
幹
が
大
き

く
な
っ
て
、
枝
打
ち
す
る
た
め
、
枝

打
ち
終
了
後
早
く
伐
採
可
能
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
間
違
い
と
言
え

ま
す
。
（
左
表
参
照
）

ど
ち
ら
に
し
て
も
優
良
材
生
産
を

目
的
と
し
た
枝
打
ち
の
基
本
は
、
小

さ
い
と
き
か
ら
枝
打
ち
を
繰
り
返
し
、

節
や
変
色
を
幹
の
狭
い
範
囲
に
収
め

る
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
間
伐
材

で
心
持
ち
無
節
柱
材
も
生
産
で
き
る

し
、
残
存
木
で
年
輪
の
乱
れ
の
な
い

無
節
の
優
良
大
径
材
生
産
も
可
能
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
林
業
改
良
指
導
員
．
柳
川
）
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⑨
R
畠
R
黛
）
と
、
五
月
は
天
気
は
周
期
的
に
変
わ

一

野

菜

―

h
:
B心

□`
口
彗
閏
し
tt

平
年
並
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
果
菜
類
の
移
植
．

定
植
や
葉
根
菜
類
の
播
種
が
行
わ
れ

る
時
期
で
あ
る
た
め
、
生
育
に
は
好

条
件
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
晴
天
が
多
い
と
の
予
報
の
た
め
、

特
に
露
地
野
菜
に
つ
い
て
は
降
雨
後

す
ぐ
に
作
業
で
き
る
よ
う
に
準
備
は

早
め
に
行
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
晴
天
に
な
る

と
気
温
が
急
激
に
上
昇
す
る
の
で
温

度
管
理
に
も
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

（
大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技
師
山
下
太
司
）

肱
川
町
の
夏
秋
き
ゅ
う
り
の
定
植

時
期
は
五
月
十
日
前
後
が
主
体
で
、

定
植
前
の
ほ
場
の
準
備
も
整
っ
て
き

て
い
る
頃
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
定
植
前
の
ポ
イ
ソ
ト
と
し

て
は
、
適
期
に
定
植
が
で
き
る
よ
う

な
早
目
の
ほ
場
準
備
（
前
年
か
ら
の

土
づ
く
り
、
有
機
質
を
多
く
入
れ
る
）

と
、
土
の
状
態
に
気
を
配
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
土
の
状
態
が
應
い
と
き

に
マ
ル
チ
を
す
る
と
い
つ
ま
で
も
そ

の
ま
ま
な
の
で
、
マ
ル
チ
を
す
る
前

に
は
適
度
な
水
分
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
き
ゅ
う
り
の
根
は
空
気
を
好
み

ま
す
か
ら
、
空
気
の
多
い
軽
め
の
土

で
畦
立
て
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

保
水
性
と
排
水
性
の
バ
ラ
ソ
ス
も
大

切
で
す
。

次
に
、
定
植
時
の
ポ
イ
ソ
ト
と
し

て
は
、
初
期
生
育
が
重
要
な
の
で
で

き
る
だ
け
若
苗
を
使
用
す
る
こ
と
で

す
。
若
い
苗
ほ
ど
根
が
深
く
入
り
ま

す
。
定
植
前
の
鉢
に
も
か
ん
水
と
液

肥
を
施
用
し
ま
す
。
ま
た
、
植
穴
も

湿
っ
て
な
い
と
根
が
降
り
な
い
の
で
、

植
穴
が
乾
い
て
い
れ
ば
事
前
に
か
ん

水
し
ま
す
。
鉢
根
を
切
ら
な
い
よ
う

に
定
植
し
、
活
着
ま
で
は
少
量
の
水

を
こ
ま
め
に
か
ん
水
し
ま
す
。
定
植

後
花
が
咲
く
ま
で
、
特
に
定
植
後
5

日
の
管
理
が
重
要
で
す
。

苗
床
か
ら
活
着
し
て
若
い
時
期
は

生
育
が
弱
い
た
め
病
害
虫
、
と
く
に

ア
ブ
ラ
ム
シ
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

四
国
地
方
の
三
カ
月
予
報
に
よ
る

夏
秋
き
ゅ
う
り
の
定
植
前
後
管
理

早
期
栽
培
水
稲
の
初
期
管
理

四
月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬
に
か
け

て
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
「
あ
き
た
こ
ま

ち
」
の
早
期
栽
培
の
移
植
期
で
す
。

①
少
雨
対
策

少
雨
傾
向
が
続
き
、
代
か
き
や
移

植
時
の
水
不
足
が
心
配
さ
れ
る
の
で
、

用
水
路
や
畦
ま
わ
り
等
か
ら
の
漏
水

が
無
い
よ
う
に
事
前
に
補
修
し
て
お

゜
＜
 

②

基

肥

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
「
あ
ぎ
た
こ
ま
ち
」

と
も
偽
伏
し
や
す
く
、
い
も
ち
病
に

弱
い
の
で
、
基
肥
は
控
え
め
に
し
穂

肥
重
点
と
す
る
。

「コ

シ
ヒ
カ
リ
」
で
ひ
め
有
機
プ
レ

ソ
ド
を
二
0
k
g
、
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

で
三
0
k
g
を
基
肥
の
目
安
と
す
る
。

野
菜
跡
で
は
基
肥
な
し
と
す
る
。

草
刈
り
と
病
害
虫
防
除

コ
ウ
モ
リ
ガ
は
、
こ
の
時
期
に
株

元
の
草
に
寄
生
し
た
後
、
ク
リ
樹
に

は
い
上
が
り
ま
す
。
こ
の
寄
生
予
防

の
た
め
少
な
く
と
も
株
元
半
径
l

m

程
度
は
草
刈
り
を
行
っ
て
、
被
害
の

軽
減
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

2

接
ぎ
木
後
の
管
理
（
台
芽
か
き
）

時
々
見
回
っ
て
台
木
か
ら
萌
芽
伸

長
し
た
芽
が
大
き
く
な
ら
な
い
う
ち

に
全
部
か
き
と
り
ま
す
。
怠
る
と
接

ぎ
穂
の
伸
長
が
悪
く
な
り
ま
す
。

3

追
肥
（
花
肥
）

発
芽
ー
展
葉
ー
新
梢
伸
長
の
状
態

を
よ
く
観
察
し
、
葉
色
が
淡
か
っ
た

り
、
伸
長
が
悪
い
樹
や
ク
リ
タ
マ
バ

③
初
期
病
害
虫
対
策

い
も
ち
病
、
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
、

ウ
ソ
カ
類
対
策
と
し
て
、
移
植
当
日

に
ビ
ー
ム
ア
ド
バ
ソ
テ
ー
ジ
粒
剤
を

箱
当
た
り
五

0
g施
用
し
て
お
く
。

④
栽
植
密
度
と
植
付
本
数

植
付
本
数
は
一
株
当
た
り
三
！
四

本
と
し
、

2m
当
た
り
十
八
株
程
度
と

す
る
。
植
付
本
数
が
多
い
と
ひ
弱
な

分
げ
つ
と
な
り
、
病
気
の
発
生
や
倒

伏
の
原
因
と
な
る
。

⑤
除
草
剤
散
布

移
植
後
、
カ
ル
シ
ョ
ッ
ト
フ
ロ
ア

ブ
ル
で
は
三
ー
五
日
後
、
ウ
ル
フ
エ
ー

ス
粒
剤
で
五
ー
七
日
後
、
ス
パ
ー
ク

ス
タ
ー
粒
剤
で
五
ー
十
日
後
に
散
布

す
る
。
散
布
後
三
ー
五
日
間
は
湛
水

を
保
ち
、
落
水
や
か
け
流
し
は
し
な

い
。
散
布
量
は
フ
ロ
ア
プ
ル
剤
で
反

当
た
り
五

OOrnQ
、
粒
剤
で
三
槌
と

す
る
。

（
大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

弓

逹

隆

）

チ
被
害
樹
に
対
し
て
は
速
効
性
の
窒

素
肥
料
（
硫
安
20kg)
を
施
用
し
、
樹

勢
の
回
復
を
図
り
ま
す
。

（
大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

主

査

菊

池

明

）

四
国
地
方
の

3
カ
月
予
報
に
よ
る

と
、
天
気
は
周
期
的
に
変
わ
り
、
後

移
動
性
高
気
圧
に
覆
わ
れ
て
晴
れ
る

日
が
多
い
見
込
み
で
あ
る
た
め
飼
料

作
物
の
作
付
け
及
び
収
穫
な
ど
計
画

的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

①
イ
タ
リ
ア
ソ
ラ
イ
グ
ラ
ス
の
サ
イ

レ
ー
ジ
調
整

秋
ま
き
し
た
イ
タ
リ
ア
ソ
ラ
イ
グ

ラ
ス
（
以
下
イ
タ
リ
ア
ソ
）
は
、
夏
作

の
作
付
け
を
考
慮
す
る
と
最
後
の
刈

り
取
り
と
な
る
。

イ
タ
リ
ア
ソ
は
、
乾
燥
す
る
場
合

刈
り
取
っ
た
圃
場
に
お
い
て

3
|
4

日
睛
天
の
下
で
数
回
反
転
を
行
う
必

要
が
あ
る
が
、
天
候
が
周
期
的
に
変

わ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
た
め
、
サ

イ
レ
ー
ジ
に
調
整
す
る
と
良
い
。
イ

タ
リ
ア
ソ
は
サ
イ
レ
ー
ジ
発
酵
品
質

が
良
く
、
家
畜
も
好
み
、
栄
養
価
も

高
い
た
め
、
サ
イ
レ
ー
ジ
の
原
料
と

し
て
適
し
て
お
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

や
ソ
ル
ガ
ム
の
サ
イ
レ
ー
ジ
に
比
べ

蛋
白
質
含
量
が
多
い
特
徴
が
あ
る
。

原
料
は
、
気
温
・
風
に
も
よ
る
が
、

朝
刈
り
取
れ
ば
夕
方
に
は
水
分

65%

程
度
に
ま
で
乾
燥
す
る
が
、
降
雨
に

あ
う
と
養
分
の
損
失
は
大
ぎ
く
ま
た

．
 

サ
イ
レ
ー
ジ
の
品
質
は
低
下
す
る
。

こ
の
た
め
十
分
に
予
感
で
き
な
い
場

合
は
、
稲
ワ
ラ
や
ビ
ー
ト
パ
ル
プ
な

ど
の
乾
燥
物
を
混
ぜ
合
わ
せ
水
分
を

イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
の
有
効

利
用
と
夏
作
飼
料
作
物
の
作
付
け

表イタリアンライグラスの生育段階別収量
とサイレージ品質（正岡・高野、1976)

乾物 サイレージ品質 乾物 可消化 可消化
生育段階

収量
フリーク

梢化串
乾物 乾物

pH "' 評点 採食量 収量

紺!Oa % kg／日 柊／!Oa

穂ばらみ期 355 3.67 80 74.3 5.37 264 

出穂 期 489 3.61 90 66.2 4.58 324 

開花 期 548 3.56 85 57.0 3.98 312 

糊熟期 568 4.71 77 51. 7 3.53 294 

70
％
以
下
に
調
整
す
る
。
ま
た
刈
り
ー

遅
れ
や
雨
に
ぬ
れ
た
も
の
は
良
質
な

原
料
と
な
ら
な
い
た
め
、
適
切
な
派

加
剤
の
利
用
を
考
え
る
。

詰
め
込
み
に
際
し
て
は
、
原
料
の

切
断
・
踏
圧
・
早
期
完
全
密
封
等
の

「
良
質
サ
イ
レ
ー
ジ
」
の
基
本
技
術
を

励
行
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特

に
原
料
の
細
断
は
、
サ
イ
レ
ー
ジ
密

度
の
向
上
、
取
り
出
し
や
す
さ
、
ニ

次
発
酵
防
止
等
の
観
点
か
ら
行
う
必

要
の
あ
る
作
業
で
あ
る
。

②
夏
作
飼
料
作
物
の
作
付
け

す
で
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
の
播
種

適
期
と
な
っ
て
お
り
、
天
候
は
周
期

的
に
変
わ
る
た
め
計
画
的
な
作
業
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

圃
場
準
備
が
遅
れ
た
場
合
、
無
理

を
し
て
作
業
を
進
め
る
必
要
は
な
い
。

特
に
ソ
ル
ガ
ム
は
利
用
目
的
に
も
よ

る
が
、

8
月
上
旬
ま
で
播
種
が
可
能

で
あ
り
、
夏
作
栽
培
の
ポ
イ
ソ
ト
で

あ
る
台
風
被
害
回
避
を
大
前
提
に
適

切
な
草
種
、
品
種
を
組
み
合
わ
せ
た

安
定
し
た
飼
料
作
物
栽
培
を
行
う
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

（
大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技
師
高
野
政
明
）
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二
自然を大切にして

美しいまちをつくります
／ 

自
然
を
大
切
に
し
て
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

こ
れ
は
、
肱
川
町
町
民
憲
章
の
第

一
番
目
に
書
か
れ
て
い
る
こ

と
ば
で
す
。

私
た
ち
の
住
む
町
を
美
し
く
す
る

こ
と
は
、
快
適
な
生
活
環
境

を
築
く
た
め
の
第
一
歩
で
あ
り
、
町
民
全
体
の
願
い

で
も
あ
り
ま

す。
中
野
小
学
校
緑
の
少
年
隊
の
奉
仕
活
動
は
、
三
月
二
十
六
日
に

開
幕
し
た
鹿
野
川
し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
に
先
が
け
て
行
わ
れ
た
も

の
で
、
花
の
シ
ー
ズ
ソ
を
迎
え
て
、
町
内
外
か
ら
の
観
光
客
の
み

な
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く
来
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

3
月
22
日
ー
丸
山
公
園
及
び
鹿
野
川
園
地

中
野
小
緑
の
少
年
隊
が
清
掃
奉
仕
活
動

t
l
,
 気

し

0
、
?

t
 、T

心

゜編集•発行

肱 川 町 公民館
B (0893) 34-2307 

風
と
龍
の
町

④
 

肱
川
町
の
風
の
博
物
館

すでク

に

、

多

勢

の

見

学

者

が
来

ツ

館

し
て
い
ま
す
。
こ
の
博

ト

物

館

が
あ
る
為
に
ま
す
ま

こ

す

多

く

の

人

々

が
来
町
す

r
 

／

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
希

望
し
て
い
ま
す
。

一
ー
タ

ロ

ス

風

を

展

示

す
る
の
は
む

ハ

ミ

ず

か
し
い
事
で
す
。
風
は
、

さ
わ
る
こ
と
も
見
る
こ
と
も
で
き
な

い
か
ら
で
す
。
肱
川
の
博
物
館
の
中

で
視
覚
的
に
最
も
は
っ
き
り
し
て
い

る
の
は
風
車
と
風
向
計
で
す
。
し
か

し
国
内
を
旅
行
す
れ
ば
、
似
た
よ
う

な
風
車
に
出
会
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
八
幡
浜
と
三
崎
の
中
間
に
大
き

な
風
車
が
あ
り
ま
す
し
、

ょ内
子
と
松

山
の
間
、
中
山
に
も
あ
り
ま
す
。
従

っ

て
風
と
の
関
連
で
肱
川
の
独
自
性
を

．．．．．り••••購入図書案内・｀·•··•··•・
打
出
す
の
は
む
ず
か

し
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
風
博
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
龍

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

種
の
も
の
と
し
て
は
、
日
本
で
公
開
さ

れ
て
い
る
唯
一
の
も
の
で
す
。
加
え
る

に
博
物
館
の
外
に
、
昨
年
ト
ニ
ー
・
イ
ー

ス
ト
マ
ン
氏
が
作
っ
た
風
と
龍
の
彫
刻

が
あ
り
ま
す
。
今
年
の
夏
に
は
ド
ラ
ゴ

ソ
ボ
ー
ト
が
出
場
す
る
ウ
ォ

ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
も
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
肱
川
町
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
風

ば
か
り
で
な
く
龍
の
イ
メ
ー
ジ
も
加
わ

り
は
じ
め
て
い
ま
す
。

他
の
町
の
風
の
イ
メ
ー
ジ
を
超
え
る

た
め
に
、
肱
川
町
の
風
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

は
る
か
に
大
き
な
衝
撃
力
を
も
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
そ
の

為
に
肱
川
町
が
風
と
龍
の
二
つ
の
イ
メ
ー

ジ
を
正
式
に
採
用
す
る
こ

と
を
強
く
推

薦
い
た
し
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
町
に
豊

か
な
彩
り
と
独
自
性
が
も
た
ら
せ
ま
す
。

講談社

（作）最上一平

（イ乍）高柳克弘

（著）宮部みゆき

（著）高棚のぷ子

（著）石井ゆうみ
注
英
語
の
風
に
は
腸
内
の
ガ
ス
の

意
味
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（著）清水 哲

ギ
ャ
ビ
ン
バ
ソ
ト
ッ
ク

（
バ
ソ
ト
ッ
ク
京
子
邦
訳

龍
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ソ
は
、
す
で
に
博

物
館
の
一
角
を
占
め
て
お
り
、
町
に

属
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
肱
川

町
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
こ
と
に
使

う
の
は
簡
単
な
こ
と
で
す
。

一
九
七
号
線
の
飴
の
境
界
の
両
端

に
、
他
の
町
と
同
じ
よ
う
に
大
き
な

カ
ラ
ー
の
看
板
が
あ
れ
ば
よ
い
と
お

も
い
ま
す
。
「
風
の
町
・
肱
川
へ
よ

う
こ
そ
」
と
言
う
の
は
ち
ょ
っ
と
お

か
し
い
響
き
が
あ
り
ま
す
。
（
注
）
し
か

し
「
風
と
龍
の
町

・
肱
川
へ
よ
う
こ

そ
」
と
い
う
標
示
に
な
れ
ば
は
る
か

に
よ
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
看

板
は
日
本
国
中
ど

こ
に
も
な
い
か
ら

で
す
。

0 おごるな上司！

〇う工戸ヨc月i

0 月光公園 （絵）東逸子（文）宙野素子

0 きたかぜとたいよう （絵）バーナデット

0 は じ ま り は じ ま り （著）荒井良二

0 ともだちでいようね①～⑨ （原作）原由子

0 国際版ディズニー名作童話
～アラジン他16冊～

0 雪がわらったよ

0 ゆきうさぎ

0 東京殺人暮色

0 鳶燃

0 すてきな片想い

0桑田よ清原よ
生きる勇気をありがとう

0 料理の鉄人完全レシピ集

（編）料理の鉄人制作チーム

0 図解やさしい野菜のつくり方

（監修）相原次郎

（著）堀田カ

（著）二宮隆雄

※ぜひ読んでください！
また希望図書があれば肱川町公民館へ…
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来賓祝辞
肋Jll町教育長さん

文化協会長の開催

あいさつ

子供輪の会のかわいい舞

3
月
26
日
…
…
風
の
博
物
館

春

一

番

さ
わ
や
か
に

5

文
化
芸
能
発
表
会
」

型もきまって空手吟

三
月
二
十
六
日
毎
年
恒
例
の
文
化
芸
能
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
協
会
の
会
員
の
活
動
を
発
表
す
る
も
の
で
、
延
百
八
十
二
人
の
発
表
が
あ
り
、

会
場
と
な
っ
た
肱
川
町
風
の
博
物
館
多
目
的
ホ
ー
ル
は
一
日
中
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま

し
た
。又

、
舞
台
の
準
備
等
で
は
、
青
年
団
の
協
力
が
あ
り
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
が
で
き
ま

し
た
。当

日
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

バ
チ
さ
ば
き
も
き
ま
っ
た

風

陣

太

鼓

予子林吟詠会のみなさん

岩谷・大谷合同の大正琴 涛光会のみなさんの詩踊

中
央
輪
の
会
の
年
輪
を
感
じ
ま
す

観客席からも熱い視線 三味にのって民謡クラブ
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： 教諭 ！ 

i大塚ルキ { '----------------------------

0

生
年
月
日

0

前

任

校

校
〇
趣
味
特
技
野
球
・
読
書
・
剣
道

0

ひ
と
こ
と
地
域
の
方
に
信
頼
さ
れ

る
教
師
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

s
4
3
.
8
.
2
5
 

美
川
村
立
黒
藤
川
小
学

，二＇
9 9 

＇ 
， 教面J , 

i猪上武志 i
し―-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -」

ふ
心
中
野
小
学
校
脊

0

転
出
等

教

頭

大

本

榮

枝

河

辺

小

ヘ

養

教

佐

田

聖

子

大

和

小

ヘ

0

転
出
等

教

頭

野

戸

養

教

久

保

繁
利
大
洲
南
中
へ

志

保

柴

小

ヘ

0

生
年
月
日

S
3
8
.
1
2
.
1
5

0

前

任

校

大

谷

小

学

校

〇
趣
味
特
技
バ
ド
ミ
ソ
ト
ソ
な
ど

0

ひ
と
こ
と
一
年
生
の
よ
う
な
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

0

ひ
と
こ
と
再
び
の
出
会
い
を
大
切

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
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9

9

9
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学
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o
o
 
o
o
 
o
o
 
o
o
 

o
~
~
~
図
菌
菌
圏

)
3
'

u
o
3

函
如
窟

母

母

怪

怪

母

怪

怪

麗

。

。

。

露

翠

g

因
訊
g

寄
翌
°
o
o
o
o

闘
町
〗
内
薮
〗
職
員
示
益
芸
動
置

菌
圏
密
菌
菌
歯
圏
菌
圏
圏
菌
圏
圏
密
圏
菌
菌
歯
菌
菌
菌
菌
菌

春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
で
す
。

町
内
の
小
中
学
校
で
も
十
二
人
の
先
生
が
転
出
又
は
、
ご
勇
退
さ
れ
、
十
三
人
の
先

生
が
転
入
等
に
よ
り
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

転
出
さ
れ
た
先
生
方
に
は
公
民
館
事
業
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

新
た
に
転
入
さ
れ
ま
し
た
先
生
方
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
点
が
多
い
事
と
思

い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

0

生
年
月
日

s
4
8
.
1
.
2

0

前

任

校

新

規

採

用

〇
趣
味
特
技
旅
行
・
読
書

0

ひ
と
こ
と
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
御
指
導
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

J1a ；養護教諭

； 冨永千景 iL---------------------------J 

索
肱
川
中
学
校
ふ
6

0

転
出
等

教

諭

堀

川

聖

七

郎

養

教

山

内

美

保

豊
茂
小
ヘ

中
野
小
ヘ

0

転
出
等

教

諭

藤

高

朋

子

天

神

小

ヘ

0

生
年
月
日

0

前

任

校

〇
趣
味
特
技

読
書

0

ひ
と
こ
と
十
七
年
ぶ
り
に
肱
川
町

へ
（
私
の
教
員
生
活
ス
タ
ー
ト
の
地

こ。）
ヽ

S
2
4
.
1
1
.
5
 

大
洲
市
立
粟
津
小
学
校

旅
行
、
バ
ド
ミ
ソ
ト
ン
、

0

生
年
月
日

0

前

任

校

〇
趣
味
特
技

し
む
。
）

0

ひ
と
こ
と
子
ど
も
た
ち
の
小
さ
な

つ
ぶ
や
き
が
感
じ
ら
れ
、
共
に
考
え

る
教
師
に
。

0

生
年
月
日

S
1
5
.
4
.
1
9

0

前

任

校

長

浜

町

立

豊

茂

小

学

校

〇

趣

味

特

技

旅

0

ひ
と
こ
と
早
く
地
域
に
と
け
こ
み
、

地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
経
営
を
と
考

え
て
い
ま
す
。

0

生
年
月
日

0

前

任

校

〇
趣
味
特
技

子
作
り

0

ひ
と
こ
と
自
然
の
中
で
、
子
ど
も

た
ち
と
共
に
育
っ
て
い
き
た
い
。

0

生
年
月
日

0

前

任

校

〇
趣
味
特
技

0

ひ
と
こ
と
大
心
…
大
き
な
心
、
広

い
心
を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

s
4
5
.
1
.
1
8
 

内
子
小
学
校

編
み
物
・
読
書
•
お
菓

s
3
2
.
1
.
2
4
 

内
子
町
立
石
畳
小
学
校

手
芸
（
身
近
な
物
で
楽

；教頭 ： 
＇ 

i山口 誠｛
し—- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -」

！養護教諭

！ 亀井京子 i"---------------------------" 

！ 教 諭 ！ ， 

i 山内明美 i 
，` 

L---------------------------> 

索
正
山
小
学
校
＊

ふ6

大
谷
小
学
校
脊

脊

予
子
林
小
学
校
ふ
6

〇
転
出
等

校

長

谷

本

宰

英

程

内

小

ヘ
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0

生
年
月
日

s
4
6
.
3
.
2
3

0

前

任

校

新

規

採

用

〇
趣
味
特
技
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

！教諭 ： ， 

：二宮直子：
L -------- --- ------------- ---J 

0

生
年
月
日

s
4
5
.
9
.
2
7

0

前

任

校

新

規

採

用

〇
趣
味
特
技
映
画
を
観
る
こ
と

0

ひ
と
こ
と
い
た
ら
ぬ
点
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

！教諭

！ 小泉八重子 i し—- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -」

0

生
年
月
日

S
3
7
.
2
.
2
1

0

前

任

校

長

浜

中

学

校

〇
趣
味
特
技
ス
キ
ー
・
サ
ッ
カ
ー

0

ひ
と
こ
と
新
た
な
気
持
ち
で
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

！教諭 ： 
＇ 

｝矢野謙二 i
し—- - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - -

0

ひ
と
こ
と
肱
川
中
の
一
員
と
し
て

日
々
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

養護教諭

吉岡 薫---------------------

0

生
年
月
日

S
1
4
.
8
.
1
0

0

前

任

校

長

浜

町

立

柴

小

学

校

〇
趣
味
特
技
読
書
・
写
真
・
旅
行
・

卓
球
、
•
•
•
お
茶
を
の
む
こ
と
。

0

ひ
と
こ
と
初
心
を
忘
れ
ず
、
じ
っ

く
り
と
、
日
々
を
楽
し
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

〇
転
出
等

教

頭

飯

野

尚

弘

教

諭

形

山

和

照

教
諭
明
川
洋
一

養

教

冨

永

千

景

口□門闊柳入囲 (22)
し、 t.::.

た我り- ～つりはし川柳会～
まが後キばを方 〇てら
っ子をヨ何挙を前い目見れ-----,
たに 見 口 も げ よを参でるた目
•も‘たキ言てく向観叱こ句 '-
の後りヨう答見 い日るとをと
でで‘口事ぇてて 声にい言
な見落とはて‘‘ のすくう
い てち、な

し、
くよ先 出るつ題

゜い つ横 れく生 せ°かで
がそるきを、れ手の な 見作

五
十
崎
中
へ

退

職
内
子
中
へ

正
山
小
ヘ

一圃靡コ．
9珀
口
贔
員
奮
嬰
回
●

叫

人

間

解

放

の

俳

人

＿

荼

0

苗
代
や
田
を
み
廻
り
の
番
太
郎

中
山
英
＿
氏
講
演
よ
り

0

皮
か
う
が
宿
の
白
梅
咲
き
に
け
り

111

作
家
島
崎
藤
村
、
俳
人
小
林

一

茶

と

番

太

郎
は
田
の
水
番
の
こ
と
で
す
が
、

い

も

に

長

野

県

出

身

で

す

。

こ

れ

ら

の

句

に

卑

屈

さ

は

な

く

、

部

落

ぃ

藤
村
は
、
部
落
問
題
を
日
本
社
会
の
の
人
を
誇
り
得
る
人
と
し
て
詠
み
上
げ

い
重
要
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
小
説
「
破
て
い
ま
す
。
一
茶
は
、
常
用
の
薬
を
被

叫
戒
」
を
通
し
て
社
会
矛
盾
の
根
底
に
迫
差
別
の
部
落
か
ら
買
い
求
め
、
親
し
く

11

る
糸
口
を
示
し
ま
し
た
。
そ
の
功
績
は
交
際
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
茶
は
自

ぃ

多
大
で
す
が
、
藤
村
は
偏
見
に
満
ち

た
分
が
、
ま
ま
子
、
田
舎
者
、
び
ん
ぼ
う
、

い
世
間

一
般
の
意
識
を
容
認
し
、
自
分
も
放
浪
者
な
ど
の
理
由
で
け
い
べ
つ
さ
れ
、

い

ま
た
同
じ
目
で
こ
の
小
説
を
書
い
て
い
仲
間
は
ず
し
や
い
じ
め
を
受
け
た
か
ら
、

い
ま
す
。
差
別
を
受
け
た
人
た
ち
が
、
そ
差
別
の
痛
み
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

叫

の
歴
史
の
中
で
培
い
、
伝
統
と
し
て
受
だ
か
ら
こ
そ
、
被
差
別
の
人
々
に
共
惑

い
け
つ
い
で
き
た
人
間
と
し
て
の
誇
り
、
し
、
事
実
が
詠
め
た
の
で
す
。

ぃ

即
ち
、
自
然
の
厳
し
さ
や
差
別
を
は
ね

0

棒
突
き
が
ご
も
く
を
流
す
白
雨
哉

111

か
え
す
た
く
ま
し
さ
、
人
に
親
切
て
い
棒
突
と
は
、
六
尺
棒
を
持
っ
て
庶
民
の

い
ね
い
・
寛
大
な
ど
の
や
さ
し
さ
、
運
命
命
と
財
産
を
守
る
下
役
人
「
長
吏
」
の
別

い
を
切
り
ひ
ら
く
賢
さ
な
ど
は
藤
村
の
目
称
で
す
。
長
吏
は
世
人
か
ら
身
分
を
け

ロ

に

は

映

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

い

べ

つ

さ

れ

て

い

ま

し

た

が

、

庶

民

の

い
一
方
、
一
茶
は
、
「
破
戒
」
の
百
年
も
人
権
を
守
る
の
に
役
立
つ
大
切
な
人
だ

叫
前
に
次
の
句
作
を
し
て
い
ま
す
。
と
賞
讃
し
た
句
で
す
。
（
次
号
に
続
く
）

れ
で
後
を
向
い
た
折
に
、
目
で
は
叱
っ

て
見
た
が
効
き
め
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

声
を
出
し
て
叱
る
事
が
出
来
な
い
も
ど

か
し
さ
が
、
よ
く
出
て
い
る
句
。

0

目
を
つ
ぶ
る
事
を
覚
え
て
減
る
小
言

子
供
も
も
う
大
き
く
な
っ
て
、
い
ち

い
ち
小
言
を
言
う
訳
に
も
い
か
な
く
な
っ

て
来
た
。
一
っ
―
つ
言
わ
な
く
て
も
、

わ
か
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
、
あ
き
ら
め

に
も
似
た
気
持
ち
も
含
め
、
目
を
つ
ぶ

り
見
な
い
振
り
を
す
る
事
に
し
た
、
嫁

と
の
間
に
も
あ
て
は
ま
り
そ
う
な
句
。

良
い
事
か
も
知
れ
な
い
。

0

目
薬
を
さ
す
の
に
大
き
な
口
を
あ

ナ
．
 

良
く
見
か
け
る
状
態
で
あ
る
。
古

句
に
も
、
良
く
似
た
句
が
あ
っ
た
事

を
思
い
出
す
。
何
気
な
い
動
作
を
と

ら
え
て
、
そ
の
面
白
さ
を
句
に
し
た

も
の
。

0

マ
マ
の
顔
見
え
て
か
わ
い
い
目
が

笑
う

状
景
が
良
く
出
て
い
る
句
、
思
わ

ず
微
笑
を
さ
そ
わ
れ
る
。
平
和
そ
の

も
の
の
句
。

＿

総

会

、

式

典

、

結

婚

披

露

~
宴
、
祝
賀
会
、
イ
ベ
ン
ト
等
、

~
と
に
か
く
人
が
集
ま
る
会
合

に
欠
か
せ
な
い
の
が
挨
拶
で

あ
る
。
主
催
者
、
来
賓
の
当

~
然
の
役
目
で
あ
る
と
、
こ
れ

"

を

聞

い

て

あ

れ

こ

れ

批

評

す

~
る
の
は
や
さ

し
い
。

し
か
し

、

い
ざ
自
分
が
そ
の
当
事
者
と

な
る
と
、
ど
ん
な
内
容
に
し

~
た
ら
よ
い
も
の
か
と
、
た
い
へ
ん
苦
労

~
す
る
も
の
で
あ
る
。
元
町
教
育
委
員
の

~
東
繁
太
郎
さ
ん
か
ら
、こん
な
話
を
聞

i

か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

~
岩
谷
小
学
校
の
前
身
、
堀
小
学
校
が

~
昭
和
十
年
に
建
設
さ
れ
落
成
式
が
あ
っ

~
た
。
河
辺
村
の
三
代
目
村
長
和
気
郁
太

~
郎
氏
（
現
肱川
町
高
齢
者
創
作
館
玄
関

~
前
の
石
碑
に
顕
彰
）
が
次
の
よ
う
な
祝

~
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

i

「
今
日
は
お
め
で
と
う
。
皆
さ
ん
が
全

i

員
の
力
を
合
わ
せ
て
、
一
生
懸
命
や
っ

~
て
く
れ
た
の
で
本
日
の
落
成
式
に
な
り

~
ま

し
た
。
ほ
ん
と
う
に
お
め
で
と
う
。

~
あ
り
が
と
う
」

~
高
等
科
一
年
の
ま
だ
子
供
で
あ
っ
た

~
東
さ
ん
は
そ
の
と
き
、
校
長
先
生
は
上

~
手
に
挨
拶
さ
れ
る
の
に
、
村
長
さ
ん
は

＂
な
ん
と
下
手
じ
ゃ
の
う
、
と
思
っ
た
と

~
い
う
。
し
か
し
今
、
振
返
っ
て
み
る
と

~
こ
ん
な
雄
弁
家
は
い
な
い
と
思
っ
て
い

゜
る

~
平
明
に
し
て
簡
潔
、
誠
意
の
こ
も
っ

~
た
挨
拶
は
、
六
十
年
を
経
て
も
、
人
の

i

心
に
鮮
や
か
に
残
っ
て
い
る
。

［ファインダー履馴
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覆え紺 電掌⑮青年団だより

: 平成 6年度事業報告 ぷ
品

5.21 肱川町青年団年度始め総会 ― 

噂〉
6. 9 役員会

6.13 役員会

6.19 若い世代親菩ドッジポール大会

7.10 郡バレーポール大会

7.15 役員会

7.31 郡ソフト ・バドミントン大会

8.27~28 バレーボール県大会（女子） 文 ？ 肱 川 か ら は カ ラ オ ケ の ほ う に4人の美女に～出うil
9.25 肱川分校運動会 ； していただきました。

10. 10 町民運動会

10.22~23 レディースフオーラム inえひめ

11.2 役員会

11. 7 ふれあいまつり

12. 7 忘年会

1.15 成人式

1. 16 第15回肱川駅伝大会

2.12 愛媛県青年団連合会結成30周年記念大会

2.21 役員会

~::~: 
慕□：

役員会

郡文化祭

文化芸能発表会

新年会

ぷ書⑮

ぷ
雪
峯ぃ-二

ここで説明しよう。郡青年団文化祭というの
iは、だしもの（劇、ダンスetc・・・）とカラオケ大

会があって、町村の青年団がお互い発表し合う
もよおしである。●

望

＠ 新旧役員打合せ会 皿ヽ• ••.

~@in公民館青年室 3 月 29 日（水）

新役員さんと旧役員さんが交流をしました。

みなさんご納得できたでしょうか？

いろいろ「誰が何の係をするか」で大変でしたが、何とか決定（案）することができました。また、旧役員さんは、

1年間どうもありがとうございました。新役員さんは初めて新役員になった方も多く 、慣れるまで大変だとは思

いますが、がんばつてくださいね。

一 こ

反

面

、

な

◄
 

J

や
か
な
様
子

ら
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この春、

然辰薗 饂瞬

0新婚さん0にインタビュー (¥  
青年団を巣立たれる新婚さん(3人）にインタピューしました。(喜り：

質 問

1

2

3

4

5

6

7

8

9

H

 

つき合うきっかけは？

2人の思い出の場所

彼女の一番好きな（気に入っている）ところは？

プロポーズはどのようにされましたか？

新婚旅行はどこへ？

新婚生活はどうですか？

これから 2人で大切にしたい事。

子供は何人ほしいですか？

奥さんの手料理で一番おいしいメニュー？

今後結婚する人に一言ア ドバイス

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

0

 

同級生で気が合った

緑地公園（大洲）

右から 2番目のまつげのカー）レ． ,、
けつけつけっこんしてください 〗』工蒻、f
九州

(:. :__・._-_. -し
• ¥ l ● ‘V •v . へ• -n

楽しいけどねむい
r唸彗少
rゃ ＼ 

ヘシーv.

門 ご誓〉
肉じゃが

はやまらないようにするとよい

byゅうしょう

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

0

 

合コンでひっかけられた

学生時代の自分の部屋（アパート）

はっきりした性格

相手「もうそろそろ結婚せん」自分「うん」

グアム

生活じみている

マイペースで

2~3人

煮物類

なし ＇ 會
byしんいち

2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
 

お見合い。高校の同級生の家の上が嫁さんの家

だった

別子山村ドライプコース

全部

とくにいっていない。なりゆき

ハワイ

朝、ねむい。

家庭、親

4人

肉じゃが

相手のすばらしいと思うところはほめる事

byひろゆき

夏

ご協力ありがとうございました。

青年団を巣立たれてもソフトやバレーの時etc·• • は顔を出してくださいね。 by青年団ー同

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
新
し
い
年

度
も
始
ま
り
、
ー
A
S
U
K
A
ー
も
ま

た
新
し
く
衣
が
え
を
し
ま
し
た
。
三
月

十
九
日
に
郡
の
青
年
団
文
化
祭
が
あ
り
、

行
事
等
で
カ
ラ
オ
ケ
し
か
出
れ
ま
せ
ん

5
編

集

あ

と

ば

な

し

砂

で
し
た
が
、
来
年
は
ち
ゃ
ん
と
し
た
形

で
出
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。
青
年
団
総

会
も
、
た
く
さ
ん
の
人
に
出
席
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
あ
、
ま
た
I
A
S
U
K
A
I
が
{
7
年

一
年
、
無
事
で
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す

よ
う
に
。

青 年団総 会 in公民館集会室・ _ -

4 月 5 巳（水）鳳[l旦
多くの皆さんに参加していただいて青年団総会があり、 1年間のお約束事を話し合い、決

定しました。そして、旧役員さんに「さよなら」をして新役員さんにバトンタッチしました。

みんな真剣？な表情
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5月の行事予定表

⑮炒⑮曾 霧瞬 (24)
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肱川町防災の日

行政相談

心配ごと相談

春の道路愛護デー

農業委員会

定例部落長会

税金等出張受入れ
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下

鹿

野

川

山

内

光

郎

さ

ん

二
男

亮

輔

ち

ゃ

ん

高

田

英

夫

さ

ん

長

男

和

希

ち

ゃ

ん

大

野

彰

一

さ

ん

長

男

彰

太

ち

ゃ

ん

中 大

お

し

お

わ

せ

に

寺

岡

信

一
さ
ん
（
肱
川
町
下
嶼
峨
谷
1
)

森

本

か

お

り

さ

ん

（

大

洲

市

）

池
田
伸
浩
さ
ん
（
肱
川
町
山
槌
）

白

石

美

和

さ

ん

（

大

洲

市

）

藤
原
優
勝
さ
ん
（
肱
川
町
中
居
谷
）

山

崎

理

恵

さ

ん

（

．

大

洲

市

）

山
本
裕
之
さ
ん
（
肱
川
町
嘉
城
）

智
葉
千
春
さ
ん
（
喜
多
郡
五
十
崎
町
）

9
」

.

↓

-.9
.ニ.9
.-.. 9
.-
.• 
9

と
●’
♦

よ
●
’↓

●
’
♦

9

や

す

ら

愈

に

9
ムで
も
・0.

.
 9

き

♦

・
る・
§

・
―

..
 

♦

―
-

.. §
・
—

.. 
9
 
•.. 

9
ム`

白

石

三

好

セ

ヲ

リ

さ

ん

(93
歳）

上
敷
水
曽
我
部
キ
ク
ョ
さ
ん

(93
歳）

下
鹿
野
川
亀
田
ヌ
イ
さ
ん

(99
歳）

中
居
谷
西
本
カ
メ
ョ
さ
ん

(97
歳
）

II

崎
野
タ
カ
ミ
さ
ん

(92
歳）

中

津

宮

岡

ト

シ

子

さ

ん

(80
歳）

野 平

5月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

3 日 町 田 医 院 43-0211 
（内子町 7 区）

（水） 大久保 多内科喜医院 26-1131 
（八）

4 日 成 田 医 院 47-0061 
（内 子 町 大 瀬 ）

（木） 菊（原若 外 科 宮 医 ） 院 24-4646 

5 日 士（居五・崎内町科外科 44-5521 
十 西沖）

（金） 石（村 若 整 形 宮 医 ） 院 23-5767 

7 日
藤 本 医 院 44-2561 

（五十崎町下町）

（日） 大洲記念病院 25-2022 
（ 徳 森 ） 

14日
植 木 医 院 44- 2215 

（五十崎町下町）

（日）
郷緒小児科医院 24-3936 

（ 西 大 洲）

21日
高 橋 医 院 44-2010 

（五十崎町本町）

（日）
村 上 医 院 24-2346 

（常 盤 町）

28日
佐々木整形外科 43-0101 

（五十崎町上村）

（日）
久 保 医 院 25-0158 

（ 新 谷 ） 

※変更になる場合がありますので、前もって連絡
してからお出かけください。

病救 急

院

曜日 病 院 名 電 話

月・火 市立大、洲病院 24-2151 

水 加 戸病院 24-5101 

木～金 太、洲中央病院 24-4551 

◎
行
政
相
談

▽

日

時

5
月

8
日
（
月
）

午
後

1
時
30
分

ー

4
時

30
分

肱
川
町
公
民
館

▽
場

所

時

間

午
前
9
時

30
分
？

午
後
1
時

30分

5
月

10
日
（
水
）
＿
保
健
セ
ソ
タ
ー

◎
幼
児
教
室

程

場

日

所

］ ［ 相
談日 日

月ヽ ‘月̀―/ 

日

台笹 山福 担
本木 本田 当

相

曙明 節 談

美徳 子保 員

時

間

午
前
9
時
30
分

ー
午
後
2
時

5
月
8
旦

月

）＿
竜
王
公
園
一

◎
精
神
保
健
家
族
教
室

日

程

場

所

時

間

午
前
9
時

301分

ー

11時

5
月
11
日
（
木
）
保
健
セ
ソ
タ
ー

◎
リ
ハ
ビ
リ
教
室

程

行

先

日

／ヽ

面
国
:
国
冤
国

◎
心
配
ご
と
相
談

▽

時

午

後

1
時

30
分

ー

4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

日
。
日

◎
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
成
人
病
検
診

日

程

場

所

時

間

午

前

10
時

ー

11
時

5
月
19
日
（
金
）
予
子
林
公
民
館

午

後

1
時

ー

2
時

郷

集

会

所

▽
場

所 間

2月53月15 5 
月5月5 日
2211 

日日 日日

‘火--、月→一 月̀---'̀木--
程

内 大

子 洲 場

町 商

商
工
会

工 議 所

会 所

市 大 広 共
之屋
畦 敷常 栄

堀高 水 長
内尾池田

芳

一
さ
ん

(74
歳）

武
子
さ
ん

(82
歳）

忠
温
さ
ん

(67
歳）

重
吉
さ
ん

(85
歳）

二階青年室

相談員福田保委員
※自宅相談も受け付けています。

6-――四ーニ五0八

◎社会保険出張年金相談

5 
月 日

／ヽ 、/
‘’ ／ヽ 12 

日

金`＇ 

程

醤 大 J 岩， 麟
場谷 A 谷

セ
公 予 公

ン／

夕 民 子 民 所
！ 館 林 館

3 ｝こ2 ？贔 1｝11篇1 1？0孟10 9 ？孟9 時2 1 

言言り時9時 分時30 時分1 0 間

◎
肺
が
ん
検
診

▽
場

◎
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

1

日

程

ー

場

所

一

時

間

5
月
29
日
（
月
）
保
健
セ
ン
タ
ー
午
濃
1
向

30
分

時

間

5
月
31
日
（
水
）
一
保
健
セ
ン
タ
ー
一
午
直
姑
30
分

＊
午
前
1
0
時
か
ら
、
公
民
館
実
習
室
で
、

離
乳
食
の
実
習
を
行
い
ま
す
。
来
れ
る

方
は
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
5
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

5
月
15
日
（月）

（
出
す
の
は

5
月
14
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・
萩
野
尾
・
汗
生
・
小
藪
・
大
和
・
肱

栄
・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）
・
大
谷
・
鹿
野
川

◎
不
用
犬
の
引
取
り

▽

日

時

5
月
9
日

（
午
前
3
時
ま
で
）

所
保
健
セ
ソ
タ
ー

◎
乳
幼
児
健
康
診
査

程

場

所

日

※の日には、乳がん検診も行います。

>>,4 93 92 
日

今日ヽ .日、.日、
¢ 日` ←日ヽ 程

金 杢 水`＇ ` 火4 
← 月9 

畠大 J 

跡ii字

醤谷 A 場
セ

公 予
セ

、ノ ン／

夕 民 子 夕 所
l 館 林 l 

： 時
、/ 、/ ／ヽ ‘’ 

間

◎
子
宮
が
ん
検
診

時

間

午
前
9
時
30
分

ー

10時
30
分

5
月
29
日
（
月
）
＿保
健
セ
ン
タ
ー
一

◎
ム
シ
歯
予
防
教
室

程

場

所

日

時

間

＿
午
後
1
時
30
分

ー

3
時

5
月
17
日
（
水
）
＿
保
健
セ

ン
タ
ー

日

程

場

所

◎
元
気
印
教
室
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